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一　

 

隆

は 

じ 

め 

に

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
日
本
語
で
は
「
豪
州
」、「
濠
州
」
で
あ
る
が
、
中
国
語
で
は

「
澳
州
」
と
表
記
）
の
華
僑
に
関
す
る
研
究
は
少
な
く
、
特
に
日
本
で
は
管
見
の
限

り
皆
無
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
南
洋
な
ど
に
比
し
て
「
白
豪
主
義
」
の

影
響
も
あ
っ
て
華
僑
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
、
そ
の
結
果
、
華
僑
団
体
の
活
動

も
制
限
さ
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
確
か
に
祖
国
中
国
を
支
援
し
て

い
る
と
は
い
え
、
各
国
の
華
僑
に
比
し
て
そ
の
占
め
る
割
合
は
低
い
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
よ
う
。
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
思
い
の
外
な
く
、
マ
ラ
ヤ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
そ
し
て
日
本
な
ど
か
ら
の
難
民
華
僑
の
受
け
入
れ
先
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
指

摘
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
い
わ
ば
世
界
華
僑
の
中
で
影
響
力
が
低
い
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
華
僑
人
数
が
少
な
い
こ
と
と
関
連
し
、
本
稿
が
採
り
あ
げ
る
時
期
に
は
、
中
文

新
聞
は
一
九
三
七
年
段
階
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
『
民
報
』、『
民
国
報
』、
一
九
三
六

年
段
階
ま
で
の
『
東
華
報
』、『
公
報
』
の
計
四
紙
し
か
な
い
。
発
行
部
数
が
少
な
い

た
め
か
、『
民
報
』、『
公
報
』
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
大
学
、
各
地
の
国
公
立
図

書
館
で
も
つ
い
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

の
陳
嘉
庚
系
の
『
南
洋
商
報
』、
胡
文
虎
系
の
『
星
洲
日
報
』、
カ
ナ
ダ
の
『
大
漢
公

報
』、
ハ
ワ
イ
で
の
『
中
華
公
報
』
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
入
手
が
比
較
的
に
容
易

な
の
と
対
照
的
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
を
論
じ
る
場

合
の
基
本
史
料
も
少
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
研
究
関
心
が
華
僑
が
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
来
た
初
期
、
金
鉱
発
見
に
よ
る
そ
の
採
掘
時
期
以
降
、
華
僑
史
研
究
は
差

別
、
そ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
待
遇
改
善
問
題
、
お
よ
び
参
政
権
問
題
を
中
心
に
論

じ
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
期
を
捨
象
、
も
し
く
は
僅
か
に
触

れ
る
だ
け
で
、
一
挙
に
戦
後
に
飛
び
、
現
在
が
論
じ
ら
れ
）
1
（
る
。
い
わ
ば
時
代
的
、

テ
ー
マ
的
な
空
白
が
あ
ま
り
に
大
き
い
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
そ
の
全

体
像
を
押
さ
え
る
と
と
も
に
、
ほ
と
ん
ど
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
一
九
三
〇
年

代
か
ら
四
五
年
の
戦
時
期
、
特
に
太
平
洋
戦
争
期
に
力
点
を
置
き
、
当
時
の
華
僑
の

動
態
、
政
党
、
華
僑
団
体
に
つ
い
て
限
ら
れ
て
い
る
史
料
や
研
究
書
な
ど
を
用
い
て

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
。

　

な
お
、
史
料
や

案
で
は
、「
澳
洲
」
華
僑
関
係
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
け
で

な
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
包
括
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
国
民
政
府
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
ひ
と
ま
と
ま
り
の
も

の
と
し
て
認
識
し
、
処
理
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
稿
で

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
相
互
関
連
、
共
通
性
と
差
異
に
つ
い
て
論
じ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期

に
お
け
る
オ
セ
ア
ニ
ア
華
僑
全
体
の
動
態
構
造
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
計
画
で
あ

る
。
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オ
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リ
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華
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史
と
特
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ま
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
起
点
と
初
期
に
お
け
る
実
態
を
押
さ
え
て
お
き
た

い
。
中
国
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
存
在
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
一
六
三
〇
年

の
こ
と
と
さ
れ
る
。
航
海
中
、
中
国
人
の
船
が
台
風
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
流

さ
れ
た
。
そ
の
時
、
現
地
人
に
殺
害
さ
れ
、
生
き
残
っ
た
の
は
一
人
だ
け
で

あ
っ
）
2
（

た
。
た
だ
し
中
国
は
伝
統
的
な
柵
封
体
制
・
朝
貢
と
い
う
意
識
か
ら
ア
ボ
リ
ジ

ニ
し
か
い
な
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
進
出
、
も
し
く
は
占
領
す
る
と
い
う
意
識
は
全

く
生
じ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

上
述
の
一
六
三
〇
年
の
漂
着
を
例
外
と
す
れ
ば
、
一
七
八
八
年
イ
ギ
リ
ス
の

キ
ャ
ッ
プ
テ
ン
で
あ
る
ア
ン
サ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
（Arthur Phillip, 1738 ‒1819

）

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
到
着
前
に
中
国
人
が
や
っ
て
来
た
事
例
は
な
い
と
さ
れ
る
。
一

八
二
三
年
か
ら
二
五
年
の
間
に
南
洋
一
帯
か
ら
華
工
グ
ル
ー
プ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
や
っ
て
来
た
。
当
地
の
資
本
家
は
華
僑
が
勤
勉
、
低
賃
金
で
あ
っ
た
た
め
、
華
工

を
募
集
し
た
。
そ
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
か
ら
華
工
を
呼
び
寄
せ
、
開
墾
、
開

発
に
当
た
ら
せ
た
。
一
八
四
八
年
に
は
、
廈
門
な
ど
に
出
向
き
、
華
工
一
〇
〇
人
余

を
シ
ド
ニ
ー
に
連
れ
て
き
た
。
か
く
し
て
、
華
僑
は
二
七
〇
人
に
増
大
し
た
。
こ
の

頃
に
な
る
と
、
華
工
は
廈
門
の
み
な
ら
ず
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
「
蓄
財
で

き
る
」
と
騙
さ
れ
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
実
態
は
、

「
猪
子
」
売
買
で
あ
り
、
そ
の
仕
事
は
奴
隷
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
と
さ
れ

る
。

　

そ
の
画
期
は
、
一
八
五
一
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
金
鉱
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
あ

る
。「
新
金
山
」（
ビ
ク
ト
リ
ア
州
）
の
地
名
は
一
挙
に
有
名
と
な
り
、
広
東
の
農

民
、
小
売
業
者
は
潮
の
如
く
押
し
寄
せ
た
と
い
う
。
い
わ
ば
一
攫
千
金
を
目
論
ん
で

自
発
的
に
多
数
の
中
国
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の

多
く
は
自
ら
旅
費
を
工
面
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
た
後
、
し
ば
ら
く
す
る
と
兄

弟
、
親
類
な
ど
を
呼
び
寄
せ
た
。
か
く
し
て
、
一
八
七
〇
年
に
は
華
僑
は
一
〇
万
人

に
達
し
、「
全
盛
時
代
」
と
称
さ
れ
た
。
な
お
、
ビ
ク
ト
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス

ル
両
州
が
産
金
量
が
最
も
多
か
っ
た
。

　

華
工
は
白
人
に
比
し
て
勤
勉
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
多
く
の
金
を
獲
得
し

た
。
白
人
は
そ
れ
を
逆
恨
み
し
、
各
地
で
華
工
の
金
鉱
井
を
奪
い
、
華
僑
を
殺
戮
す

る
事
件
が
発
生
し
た
。
例
え
ば
、
一
八
六
一
年
六
、
七
月
ラ
ム
ビ
ン
グ
フ
ラ
ッ
ト

（
現
在
のYoung

）
で
欧
州
籍
の
鉱
山
労
働
者
が
放
棄
し
た
地
域
で
、
華
工
が
新
た

な
金
鉱
を
発
見
し
た
。
す
る
と
、
白
人
労
働
者
一
〇
〇
〇
人
が
武
器
を
持
ち
、
華
僑

排
斥
運
動
を
開
始
し
、
暴
力
で
華
工
四
〇
人
を
追
い
出
し
た
。
こ
の
際
、
華
僑
商
店

な
ど
も
破
壊
さ
れ
、
放
火
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
飛
び
火
し
、
各
地
で
華
僑
排
斥
を

惹
起
し
た
。
華
僑
側
の
損
失
は
甚
大
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
は
逆
に
華
僑
に
採
金
許
可
証
の
発
給
を
停
止
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
八

八
七
年
に
も
大
規
模
な
排
華
運
動
が
発
生
し
た
。
こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働

組
合
が
組
織
的
に
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
①
八
時
間
労
働

の
実
施
、
②
賃
上
げ
で
あ
る
が
、
同
時
に
③
華
工
排
斥
を
掲
げ
た
。
驚
く
べ
き
こ
と

で
あ
る
が
、
労
働
組
合
が
労
働
条
件
の
改
善
と
連
動
さ
せ
た
形
で
華
僑
を
排
斥
し
た

の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
一
九
〇
〇
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
が
成
立
し
、

翌
年
に
は
「
白
豪
主
義
」
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
華
僑
が
新
た
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
入
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
）
3
（

た
。

　

で
は
、
こ
こ
で
華
僑
の
職
業
を
見
て
お
き
た
い
。

　

一
九
四
四
年
段
階
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
居
住
の
華
僑
は
七
三
〇
〇
人
余
で
あ
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る
。
そ
の
上
、
現
地
生
ま
れ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
籍
が
数
千
人
お
り
、
法
律
上
、

居
住
権
を
有
し
て
い
る
。
華
僑
の
内
、
一
割
が
輸
出
業
者
で
あ
り
、
六
割
が
当
地
の

華
商
で
菜
園
で
の
野
菜
栽
培
と
販
売
、
雑
貨
販
売
、
一
割
が
海
員
、
残
り
二
割
が

「
普
通
職
業
」（
華
工
や
店
員
な
ど
か
）
と
す
）
4
（
る
。

　

さ
ら
に
具
体
的
に
見
る
と
以
下
の
通
り
。

　

⑴ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
華
商
は
規
模
は
小
さ
く
、
南
洋
一
帯
の
華
商
と
比
較
に

は
な
ら
な
い
。
そ
の
経
営
は
、
大
体
①
中
豪
輸
出
入
貿
易
と
、
②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

内
で
の
商
売
の
二
種
に
分
か
れ
る
。
①
中
・
豪
貿
易
の
多
く
は
汕
頭
の
山
東
華
商
が

手
工
織
布
・
刺
繍
品
を
取
り
扱
う
。
ま
た
、
中
国
品
は
桐
油
、
茶
葉
、
落
花
生
、
豆

油
、
爆
竹
、
懐
中
電
灯
な
ど
が
輸
入
さ
れ
る
。
②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
内
で
の
商
売
は

さ
ら
に
二
種
に
分
か
れ
る
。
イ
果
物
経
営
業
、
百
貨
商
店
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に

販
売
す
る
。
多
く
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
の
成
立
前
か
ら
開
始
さ
れ
て
お

り
、
資
本
金
も
少
な
く
な
い
が
、
た
だ
し
小
規
模
で
あ
る
。
華
僑
の
商
売
は
元
よ
り

信
用
が
大
切
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
信
用
を
得
た
華
僑
商
店
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ

ス
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
、
ビ
ク
ト
リ
ア
三
州
が
最
も
多
い
。
元

来
、
北
部
テ
リ
ト
リ
ー
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
も
華
僑
商
店
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
戦
時

の
関
係
で
シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
な
ど
に
移
っ
た
。
ロ
各
地
の
華
僑
集
中
地
で
専

ら
華
僑
に
対
し
て
中
国
の
日
用
品
を
販
売
す
る
。
も
し
「
白
豪
主
義
」
政
策
が
継
続

さ
れ
れ
ば
、
華
僑
は
漸
減
す
る
こ
と
に
な
り
、
営
業
基
盤
を
失
っ
て
し
ま
）
5
（
う
、
と
い

う
。

　

⑵ 

華
僑
の
業
種
で
看
過
で
き
な
い
の
が
菜
園
・
野
菜
栽
培
で
あ
る
。
各
所
に
あ

る
高
級
地
域
は
白
人
居
住
地
区
で
あ
る
が
、
郊
外
の
低
地
は
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、

野
菜
栽
培
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
華
僑
は
五
、
六
人
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
破
屋
に

住
み
、
日
夜
働
き
、
蔬
菜
を
栽
培
し
た
。
そ
れ
を
自
ら
販
売
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
業
種
に
は
元
来
、
白
人
は
参
入
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
た
だ
後
来
の
イ
タ

リ
ア
人
、
ギ
リ
シ
ア
人
が
華
僑
の
耕
作
法
を
学
び
、
菜
園
を
開
始
し
た
こ
と
で
、
影

響
を
受
け
た
。

　

⑶ 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
も
大
半
は
華
僑
経
営
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
が
参
入
し
た
よ
う
で
、
労
働
組
合
の
圧
迫
を
受
け
、
相
継
い
で
失
業
し
た
。

　

⑷ 

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
気
候
は
暑
い
。
白
人
は
暑
さ
に
弱
く
、
建
築
は
多

く
華
工
が
担
っ
た
。
工
芸
も
華
僑
の
方
が
精
巧
で
あ
り
、
家
具
、
木
器
な
ど
は
華
僑

が
独
占
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
各
都
市
に
は
華
僑
木
器
工
場
が
林
立
し
、
各
工
場
で

多
い
と
こ
ろ
で
は
従
業
員
一
〇
〇
人
を
擁
し
て
い
た
。
だ
が
、
一
九
一
〇
、
二
〇
年

代
頃
か
ら
四
〇
年
代
に
な
る
と
、
機
器
が
次
第
に
発
達
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が

家
具
、
木
器
を
製
造
し
始
め
、
華
僑
工
場
は
相
継
い
で
倒
産
し
）
6
（
た
。

　

い
か
な
る
業
種
に
し
ろ
発
展
は
難
し
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
製
品
を
買
う
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
中
国
品
は
華
僑
自
身
が
消
費
者
で
あ
り
、
華
僑
人
口
の
減
少
は
致
命
的

で
、
消
費
も
下
降
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
華
僑
商
業
の
発
展
も
シ
ド
ニ
ー
領
事
館
な
ど
に
よ
っ
て
模
索

さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
四
年
段
階
で
、
大
多
数
は
蔬
菜
や
果
物
の
栽
培
、
刺
繍
、
骨

董
、
製
薬
、
お
よ
び
中
国
雑
貨
店
舗
を
経
営
し
て
い
る
が
、
不
景
気
で
あ
る
。
こ
れ

を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
①
政
治
面
か
ら
着
手
│
│
華
僑
は
滞
在
時
期
に
制
限
が
あ

り
、
安
定
せ
ず
、
大
規
模
な
商
売
を
願
わ
な
い
。
菜
園
経
営
者
は
老
齢
者
が
多
い
。

も
し
商
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
制
限
を
撤
廃
す
べ
き
で
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
当
局
と
交
渉
し
、
新
た
な
各
項
の
商
業
新
規
約
を
決
め
、
華
商
の
利
益
を
保

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
経
済
面
か
ら
の
着
手
│
│
銀
行
、
実
業
界
と
協
力
し

て
計
画
し
、
海
外
貿
易
の
発
展
を
図
り
、
海
外
華
商
の
福
利
を
保
障
す
）
7
（
る
。
こ
う
し
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た
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
、
華
僑
側
に
も
問
題
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
華
僑
が
相
互
に
団
結
し
な
い
外
、
衛
生
観
念
が
な
く
入
浴
を
好
ま
な
い
。

そ
の
上
、
ア
ヘ
ン
吸
飲
の
悪
習
が
あ
り
、
各
地
の
中
華
街
で
は
賭
博
が
流
行
し
）
8
（

た
。

そ
れ
ら
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
華
僑
人
口
の
推
移
を
見
る
と
、
一
八
一
一
年
に
三
万
八
五
三
三
人
、
一
九

〇
一
年
連
邦
政
府
が
成
立
し
た
時
、「
白
豪
主
義
」
政
策
に
よ
り
華
僑
の
入
国
が
禁

止
さ
れ
、
二
万
九
六
二
七
人
に
減
少
し
た
。
一
九
二
五
年
華
僑
の
入
国
は
出
国
よ
り

少
な
く
、
例
え
ば
、
華
僑
人
口
は
一
万
二
、
三
千
人
で
、
一
九
二
九
年
に
は
入
国
者

は
一
四
八
七
人
で
、
出
国
者
は
一
九
八
一
人
で
あ
っ
）
9
（

た
。
ま
た
、
シ
ド
ニ
ー
総
領
事

館
に
よ
れ
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
各
地
華
僑
が
疎
散
や
仕
事
の
関
係
で
移
動
し

た
た
め
、
人
口
統
計
数
字
は
不
完
全
と
す
る
。
一
九
三
九
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
居
住

の
華
僑
は
計
九
六
四
五
人
で
あ
り
、
そ
の
内
、
男
は
七
八
〇
八
人
、
女
は
一
八
三
七

人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
男
は
女
の
約
四
・
三
倍
も
い
た
。
一
九
四
〇
年
か
ら
四
二

年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
た
華
僑
は
計
二
七
五
〇
人
（
そ
の
中
に
は
拿
奴
等
島
か

ら
避
難
し
た
華
僑
七
〇
〇
人
が
含
ま
れ
る
）
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
離
れ
た

者
は
二
一
六
三
人
で
あ
）
10
（

る
。

　

華
僑
登
記
人
数
の
比
較
と
分
布
状
況
は
以
下
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

　

表
に
よ
れ
ば
、
人
口
が
最
も
多
い
の
が
シ
ド
ニ
ー
で
二
九
二
四
人
、
次
い
で
ブ
リ

ス
ベ
ン
で
一
六
九
二
人
、
三
番
目
が
メ
ル
ボ
ル
ン
で
が
一
四
五
二
人
で
あ
る
（
図

１
・
図
２
も
参
照
さ
れ
た
い
）。
男
女
比
を
見
る
と
、
男
が
六
六
四
二
人
、
女
が
六

〇
七
人
で
、
実
に
男
は
女
の
約
一
一
倍
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
も
男
は

単
身
者
が
多
く
、
中
国
に
帰
国
す
る
予
定
の
者
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ

ば
出
稼
ぎ
型
で
あ
っ
た
。
も
し
く
は
、
男
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
永
住
希
望
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
結
婚
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
パ
ー
ス
は
西
に
開
い
た

港
と
し
て
イ
ン
ド
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
、
中
東
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ア
フ
リ
カ
と
の
関

係
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
表
に
は
出
て
い
な
い
が
、
北
部
テ
リ

ト
リ
ー
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
重
要
で
あ
る
。
北
部
テ
リ
ト
リ
ー
は
「
中
部
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
」
を
包
括
し
、
ア
リ
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
を
中
心
と
す
る
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を

交
通
の
要
衝
・
海
外
貿
易
都
市
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
時
期
日
本
軍
に
よ
る
空

爆
が
続
き
、
華
僑
の
移
動
な
ど
に
よ
り
、
人
口
が
減
少
し
た
結
果
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は

本
表
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
華
僑
に
対
し
て
営
業
権
、
財
産
権
、
婚
姻
権
、
入
国
権

な
ど
、
種
々
の
制
限
を
加
え
た
。
①
営
業
制
限
条
例
の
主
要
目
的
は
華
僑
の
鉱
業
経

営
の
禁
止
で
、
こ
う
し
た
職
業
制
限
も
厳
し
か
っ
た
。
②
財
産
権
に
関
し
て
は
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
で
は
土
地
法
に
よ
り
東
洋
人
、
と
り
わ
け
華
僑
が
土
地
を
購
入

し
た
り
、
借
入
す
る
こ
と
を
厳
禁
し
た
。
③
婚
姻
で
は
、
例
え
ば
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
州
の
条
例
で
は
黄
色
人
種
と
白
人
は
結
婚
は
許
さ
れ
ず
、「
黒
人
、
あ
る
い
は

イ
ン
ド
人
、
そ
の
他
の
有
色
人
種
」
と
の
結
婚
の
み
が
許
さ
れ
た
。
も
し
違
反
し
た

場
合
、
重
大
な
犯
罪
行
為
と
さ
れ
た
。
④
入
国
権
で
は
、
例
え
ば
、
口
頭
、
筆
記
で

「
欧
州
言
語
」
の
試
験
が
課
せ
ら
れ
、
合
格
し
な
け
れ
ば
入
国
で
き
な
い
。
こ
れ
に

よ
っ
て
教
育
水
準
の
低
い
華
工
は
必
然
的
に
排
斥
さ
れ
）
11
（

た
。

　

で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
華
僑
の
地
位
は
ど
う
か
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

政
府
は
一
九
〇
一
年
「
白
豪
主
義
」
政
策
を
打
ち
出
し
た
後
、
有
色
人
種
に
厳
し
い

制
限
を
加
え
、
中
国
人
は
自
由
に
入
境
で
き
な
く
な
り
、
か
つ
従
来
か
ら
の
華
僑
は

年
老
い
、
死
亡
し
、
華
僑
人
口
は
漸
減
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
種
華
僑
に
対
す
る
法
規
は
以
下
の
通
り
。

　

⑴　

華
商
は
中
国
当
局
の
パ
ス
ポ
ー
ト
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
に
よ
る
ビ
ザ
を
所
持
し
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表　オーストラリア華僑地域別統計（1944年９月末）

州名 中国語表記 州都 男 女 計
クイーンズランド 昆士欄 ブリスベン 1,692 19 1,711
ニューサウス・ウエールズ 紐修威 シドニー 2,924 374 3,298
ビクトリア 維多利 メルボルン 1,452 140 1,592
南オーストラリア 南澳 アデレード 82 12 94

西オーストラリア 西澳 パース 421 54 475

タスマニア 湯士曼 ホバート 71 8 79

計 6,642 607 7,249

出典：  国史舘020-011507-0027、外交部档案・駐雪梨総領事館→僑務委員会・教育
部『澳洲華僑概況』1944年、20頁などから作成。

アラフラ海
ティモール海

フリマントル
パース

南オーストラリア海

グレート
オーストラリア海

ホバート

メルボルン

タスマン海

シドニー

ブリスベン

タウンズビル

ダーウィン

アリススプリングス

イ
ン
ド
洋

太
平
洋北部

テリトリー

クイーンズランド

西オーストラリア

南オーストラリア

ニューサウス・
ウエールズ

ビクトリア

タスマニア

図１　オーストラリア華僑関係図

東ティモール

赤道

ヤップ島
パラオ

トラック諸島

ソロモン諸島
ガダルカナル島

ポートモレスビー

ラバウル

バヌアツ
日本軍による空爆

日本潜水艦による砲撃

図２　太平洋戦争期のオーストラリアの位置　　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
歴
史
と
そ
の
特
質
（
菊
池
）
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
商
人
」
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
東
方
貿
易
の
経

営
を
範
囲
と
し
、
雑
貨
経
営
や
行
商
は
「
商
人
」
と
は
見
な
さ
な
い
。「
商
人
」
は

毎
年
、
取
引
額
が
五
〇
〇
ポ
ン
ド
以
上
で
な
け
れ
ば
居
留
し
続
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

⑵　

凡
そ
中
国
商
人
（
居
留
権
の
有
無
は
無
関
係
）
が
経
営
を
維
持
で
き
て
い
る

場
合
、
妻
子
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
居
住
で
き
る
。
も
し
そ
の
商
店
が
株
式
会
社

で
、
株
主
が
一
人
以
上
い
る
場
合
は
妻
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
を
請
求
で
き
る
。
た
だ

し
妻
子
が
短
期
間
居
留
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
だ
け
で
、
そ
の
期
限
に
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
を
離
れ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
後
、
三
年
間
は
再
訪
で
き
な
い
。

　

⑶　

店
員
な
ど
を
雇
う
商
店
は
一
九
三
四
年
三
月
以
前
に
設
立
し
、
毎
年
の
営
業

額
が
最
低
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
か
ら
勝
手
に
店
員
を
連
れ

て
き
て
雇
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
店
員
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
内
政
部
の
許
可
を
得
て

一
〇
〇
ポ
ン
ド
の
保
証
金
を
支
払
う
。
居
留
期
限
は
一
年
で
、
そ
の
後
、
延
長
を
願

い
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
店
員
は
五
人
ま
で
と
さ
れ
）
12
（

る
。

　

結
婚
に
つ
い
て
も
う
少
し
見
て
お
く
と
、
早
期
の
華
僑
は
永
住
す
る
気
持
ち
は
全

く
な
く
、
男
が
単
身
で
来
た
。
た
だ
そ
の
後
、
帰
国
で
き
る
可
能
性
が
次
第
に
な
く

な
っ
た
。
こ
う
し
て
結
婚
が
課
題
に
上
っ
た
が
、
華
僑
社
会
に
は
独
身
女
は
皆
無
に

近
く
、
白
人
女
と
結
婚
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
一
一
年
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
華
僑
人
口
は
二
万
余
と
な
っ
て
い
た
が
、
妻
子
と
同
居
し
て
い
る
の
は
八
〇

一
人
（
四
％
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
内
、
妻
が
中
国
人
は
一
八
一
人
に
過
ぎ

ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
四
八
五
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
六
三
人
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が

二
二
人
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が
一
五
人
な
ど
で
あ
っ
）
13
（

た
。

　

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
生
ま
れ
、
成
長
し
た
中
国
人
は
法
律
に
基
づ
き
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
籍
と
な
り
、
国
民
の
権
利
を
享
受
で
き
る
。
た
だ
し
移
民
律
の
規

定
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
籍
中
国
系
の
女
が
中
国
籍
の
男
と
結
婚
し
た
場
合
、
一

切
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
が
享
受
で
き
る
権
利
を
失
う
。
こ
の
規
定
に
対
し
て
一

九
三
九
年
総
領
事
館
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
内
政
部
と
、
営
業
、
入
国
問
題
な
ど
何
度

も
移
民
律
の
改
善
交
渉
を
し
た
が
、
何
ら
の
成
果
も
得
ら
れ
な
か
っ
）
14
（

た
。

二　

抗
日
戦
争
の
勃
発
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑

　

一
九
三
一
年
日
本
は
中
国
で
万
宝
山
事
件
、
中
村
大
尉
事
件
、
柳
条
湖
事
件
（
満

洲
事
変
）
と
続
け
ざ
ま
に
事
件
を
起
こ
し
た
。
東
北
（
満
洲
）
陥
落
に
伴
い
、
避
難

南
下
す
る
難
民
に
緊
急
な
救
済
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
シ
ド
ニ
ー
の
致
公

堂
、
中
華
総
商
会
、
聯
義
堂
、
四
邑
会
館
等
々
が
「
国
恥
を
忘
れ
な
い
瀋
陽
（
奉

天
）
失
陥
記
念
大
会
」
を
開
催
し
た
外
、
救
国
献
金
運
動
を
発
起
し
た
。
東
北
義
勇

軍
の
抗
日
の
ニ
ュ
ー
ス
が
次
々
と
伝
え
ら
れ
、
華
僑
は
奮
い
立
ち
、
メ
ル
ボ
ル
ン
中

華
公
会
は
五
〇
〇
ポ
ン
ド
を
送
付
し
た
。
三
二
年
に
第
一
次
上
海
事
変
が
勃
発
す
る

と
、
日
本
の
狙
い
は
東
北
併
呑
に
と
ど
ま
ら
ず
、
華
中
な
ど
に
も
あ
る
こ
と
が
明
白

に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
応
し
て
華
僑
は
党
派
を
問
わ
ず
、
政
見
を
問
わ
ず
、
出
身
地

を
問
わ
ず
、「
国
家
民
族
」
を
救
う
道
を
邁
進
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
い
わ
ば
抗

日
連
合
戦
線
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
三
三
年
二
月
シ
ド
ニ
ー
華
僑
抗
日
救
国
会
は

「
常
年
義
捐
」
の
宣
言
を
し
、
各
人
が
自
発
的
に
収
入
の
何
割
か
を
毎
月
の
月
末
に

国
民
政
府
に
献
金
し
、
東
北
義
勇
軍
支
援
と
戦
時
難
民
救
済
の
経
費
に
す
る
、
と
。

東
北
難
民
救
済
委
員
会
か
ら
の
謝
辞
に
よ
れ
ば
、
三
二
年
末
ま
で
に
二
三
一
ポ
ン
ド

（
銀
二
七
一
三
両
に
相
当
）
を
受
け
取
っ
た
と
す
）
15
（

る
、
華
僑
を
鼓
舞
し
た
。

　

新
聞
だ
け
で
は
な
く
、
講
演
も
華
僑
に
状
況
認
識
さ
せ
る
上
で
重
要
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
駐
在
の
徐
公
使
、
お
よ
び
総
領
事
館
の
段
総
領
事
は
常
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
歴
史
と
そ
の
特
質
（
菊
池
）

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
著
名
団
体
の
招
聘
を
受
け
、
講
演
し
て
い
る
が
、
非
常
に
多

く
の
聴
衆
が
集
ま
っ
て
い
る
。
知
名
人
士
で
あ
り
、
講
演
原
稿
は
各
団
体
が
印
刷

し
、
そ
れ
ぞ
れ
分
送
し
）
16
（
た
。

　

一
九
三
七
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
は
「
雅
宝
」、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
お
よ
び

「
蘇
瓦
」
な
ど
を
除
い
て
約
一
万
八
〇
〇
〇
人
余
が
居
住
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ

の
内
、
シ
ド
ニ
ー
（
中
国
語
表
記
は
「
雪
梨
」、
も
し
く
は
「
悉
尼
」）
が
計
一
三
〇

〇
人
余
、
メ
ル
ボ
ル
ン
（「
墨
爾
本
」、
も
し
く
は
「
美
利
本
」）
が
一
七
〇
〇
人
余

が
お
り
、
相
互
に
連
絡
を
取
っ
て
い
る
。
三
六
年
一
二
月
末
、
総
領
事
の
保
君
健
は

華
僑
の
生
活
を
改
善
し
、
愛
国
精
神
を
喚
起
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。
そ
こ
で
、

三
七
年
一
月
一
三
日
全
館
員
が
集
ま
り
、
各
団
体
代
表
と
各
界
指
導
者
計
三
〇
人
余

を
召
集
し
、
シ
ド
ニ
ー
の
上
海
楼
で
僑
務
、
お
よ
び
華
僑
が
相
互
に
商
業
振
興
す
る

方
法
を
討
論
し
た
。
同
時
に
、
保
総
領
事
は
シ
ド
ニ
ー
に
華
僑
新
生
活
運
動
促
進
会

の
設
立
を
発
起
し
、
各
方
面
の
団
結
が
必
要
な
こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
対
外

的
に
は
「
大
国
民
」
の
威
厳
を
保
持
し
、
中
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
貿
易
を
促
進

し
、
対
内
的
に
は
国
の
た
め
、
国
民
の
た
め
一
致
努
力
し
、
中
国
語
を
復
興
さ
せ

る
、
と
。
参
会
者
も
一
致
団
結
し
、
党
国
の
後
ろ
盾
と
な
る
と
表
明
し
た
。
続
い
て

曹
副
領
事
と
新
運
総
会
の
駱
介
子
は
そ
れ
ぞ
れ
新
生
活
の
意
義
を
説
明
し
、
全
体
で

即
日
促
進
会
の
成
立
を
採
択
し
た
。
こ
う
し
た
組
織
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各
地
の
華

僑
に
推
し
進
め
、
か
つ
速
や
か
に
国
民
経
済
建
設
運
動
澳
洲
支
会
を
設
立
す
べ
き
と

し
）
17
（
た
。

　

こ
こ
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
当
時
の
中
文
新
聞
に
説
明
を
加
え
て
お
き

た
い
。『
民
報
』、『
民
国
報
』、『
公
報
』、『
東
華
報
』
の
四
紙
が
あ
る
（
一
九
二
一

年
前
後
は
五
紙
と
さ
れ
る
）。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
シ
ド
ニ
ー
発
行
で
あ
る
。『
民
国

報
』
と
『
公
報
』
は
民
間
の
も
の
で
、
記
事
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
広
東
、
お
よ
び

『
中
央
日
報
』
の
記
事
な
ど
を
転
載
し
た
。

　

⑴　
『
民
報
』（
英
名
はThe 

Chinese 
Tim
es

）
は
、
元
々
メ
ル
ボ
ル
ン
で
発

行
し
て
い
た
『
警
東
新
報
』
が
国
民
党
部
が
継
承
し
、『
民
報
』
と
名
称
を
改
め

た
。
一
九
一
九
年
一
二
月
二
〇
日
に
第
一
号
を
出
し
、
そ
れ
以
降
、
鉛
印
と
「
手
書

き
」（
油
印
か
）
を
併
用
し
て
毎
週
土
曜
日
に
発
行
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
駐
在

国
民
党
総
支
部
が
出
し
て
い
る
が
、
中
央
海
外
部
の
指
導
下
に
あ
る
。
当
初
、
編
輯

は
海
外
部
派
遣
の
袁
中
昭
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
張
は
「
世
界
大
同
の
鼓
吹
、
人
類
道

徳
の
促
進
、
固
有
な
人
権
回
復
、
専
制
民
賊
の
排
斥
、
華
僑
界
に
知
識
を
注
入
、
迷

信
因
習
の
削
除
」
の
六
大
項
目
で
あ
っ
た
。
二
二
年
に
本
社
は
メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
シ

ド
ニ
ー
に
移
っ
た
。
経
理
は
欧
陽
南
、
編
輯
は
黄
右
公
、
株
主
は
国
民
党
党
員
で

あ
っ
た
。『
民
報
』
発
行
は
既
述
の
欧
陽
南
、
お
よ
び
馬
亮
華
ら
が
中
心
と
な
っ

た
。
か
く
し
て
、
八
月
二
五
日
か
ら
シ
ド
ニ
ー
で
再
び
発
行
し
始
め
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
華
僑
の
い
る
と
こ
ろ
辺
鄙
な
地
域
に
ま
で
販
路
を
広
げ
、
か
つ
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
西
南
太
平
洋
の
各
島
に
ま
た
が
る
唯
一
の
中
文
新
聞
と
な
っ
た
。
そ
の
経

費
は
①
国
民
党
員
の
毎
月
の
献
金
、
②
海
外
部
か
ら
の
補
助
金
、
③
新
聞
販
売
費

（
一
部
六
ペ
ニ
ー
）
と
広
告
費
で
あ
る
。
発
行
部
数
は
毎
回
三
〇
〇
部
で
あ
っ
た

が
、
一
〇
〇
〇
部
以
上
に
増
大
し
た
。
記
事
は
中
国
内
の
ニ
ュ
ー
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
内
の
ニ
ュ
ー
ス
に
分
け
て
掲
載
し
て
い
る
。
中
国
内
の
記
事
は
海
外
部
、
中
央

宣
伝
部
の
国
際
放
送
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
関
す
る
記
事
は
当

地
の
英
語
新
聞
を
訳
し
た
も
の
で
、
抗
戦
以
来
、
宣
伝
面
で
多
大
の
貢
献
を
し
た
と

す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、『
民
報
』
は
民
間
発
行
と
い
う
よ
り
、
国
民
党
機
関
紙
の

色
彩
が
強
か
っ
た
。

　

⑵　
『
民
国
報
』（
英
名
はChinese Public N

ew
spaper

）
は
、
国
民
党
「
同

志
」
が
運
営
す
る
新
聞
社
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
党
務
発
展
の
初
期
に
こ
れ
を
言
論
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
七
号

機
関
と
し
た
。
い
わ
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
基
盤
を
持
つ
国
民
党
有
志
の
新
聞
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

⑶　
『
公
報
』（
英
名
不
明
）
は
秘
密
結
社
の
致
公
堂
運
営
の
新
聞
で
あ
り
、
興
味

深
い
が
、
中
英
文
を
併
記
す
る
純
粋
な
商
業
紙
で
、
政
治
的
主
張
は
意
識
的
に
控
え

て
い
た
模
様
で
あ
る
。

　

⑷　
『
東
華
報
』（
英
名
は
、TU

N
G
 W
AH
 TIM

ES

。
当
初
、『
東
華
新
報
』）
は

元
来
政
治
色
は
な
か
っ
た
が
、
清
朝
の
腐
敗
、
義
和
団
の
乱
と
八
カ
国
連
合
軍
の
参

入
と
い
う
「
内
憂
外
患
」
に
直
面
し
て
次
第
に
保
皇
派
を
支
持
し
、
保
皇
派
の
宣
伝

新
聞
と
な
っ
た
。
北
伐
後
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
の
中
華
総
商
会
が
引

き
継
ぎ
発
行
し
て
い
る
が
、
抗
戦
後
は
蔣
介
石
・
国
民
党
中
央
を
擁
護
し
た
。
と
は

い
え
、
保
皇
派
的
主
張
を
残
し
て
い
た
か
否
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
新
聞
は
す
べ
て
土
曜
日
に
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
抗
日
や
中
国
伝
統
宣

伝
両
面
で
多
く
の
貢
献
を
し
た
と
い
う
。
特
に
『
民
報
』
は
「
情
報
司
」（
国
民
政

府
軍
事
委
員
会
調
査
統
計
局
の
こ
と
か
）
か
ら
の
特
電
、
お
よ
び
毎
週
の
ニ
ュ
ー
ス

放
送
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
駐
在
大
使
館
、
シ
ド
ニ
ー
総
領
事
館
が
選
抜
後
、
各
報
道

機
関
に
公
表
し
、「
抗
戦
建
国
」
を
華
僑
に
認
識
さ
せ
る
の
に
裨
益
し
た
。
ま
た
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
華
僑
各
団
体
な
ど
が
新
年
、
国
慶
節
、
お
よ
び
七
・
七
事
変
な

ど
の
記
念
日
、
演
劇
、
慈
善
活
動
が
あ
る
際
に
は
、
新
聞
に
特
輯
号
を
出
し
、
抗
戦

建
国
・
文
化
宣
伝
を
お
こ
な
っ
）
18
（

た
。
最
後
ま
で
残
っ
た
の
は
『
民
報
』
だ
け
で
あ
る

が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
で
調
査
し
た
結
果
、
一
九
三
七
年
段
階
で
そ
れ

も
停
刊
に
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
新
聞
の
停
刊
理
由
は
一
般
的
に
は
経
費
や
人
材
不
足
で
維
持
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
と
さ
れ
る
。
そ
の
原
因
を
も
う
少
し
探
る
と
、
①
二
〇
世
紀
以
降
、
華

僑
人
数
の
減
少
の
上
、
中
国
語
が
読
め
る
の
は
老
人
だ
け
と
な
り
、
そ
れ
も
死
亡
す

る
な
ど
し
て
次
第
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
成
長
し
た
世
代
は

中
国
語
が
分
か
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
中
文
新
聞
の
販
路
は
日
に
日
に
狭
ま
っ
た
。

③
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
以
降
、
香
港
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
民
間
飛
行
機
が
発

達
し
、
香
港
の
朝
出
る
と
、
夕
方
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
到
着
す
る
。
香
港
の
新

聞
は
一
日
お
き
に
配
布
で
き
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
出
す
新
聞
は
植
字
と
印
刷
で

最
低
三
日
か
か
る
。
競
争
に
な
ら
な
）
19
（

い
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
実
態
を
正
確
に

伝
え
て
い
な
い
。
実
は
、
停
刊
の
最
大
理
由
は
他
に
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発

前
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が
外
国
に
情
報
漏
洩
す
る
こ
と
を
極
度
に
恐
れ
、
国

内
の
外
国
語
新
聞
を
強
制
的
に
停
刊
さ
せ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
）
20
（

た
。
不
可
避
的
に

中
文
各
新
聞
も
停
刊
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

日
中
全
面
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑

　

一
九
三
七
年
七
月
盧
溝
橋
事
件
以
降
、
日
中
全
面
戦
争
に
発
展
し
た
。
そ
こ
で
、

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
救
国
会
の
何
燕
傑
に
よ
れ
ば
、
英
文
新
聞
に
記
事
を
掲
載

し
た
。
す
な
わ
ち
、
祖
国
中
国
で
は
日
本
軍
が
随
所
の
爆
撃
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
難
民
、
傷
兵
の
困
難
を
思
い
や
り
、「
東
西
の
慈
善
家
」
は
古
着
を

も
ち
よ
り
、
中
国
の
被
災
地
区
、
前
線
に
贈
る
よ
う
に
、
と
。
そ
の
結
果
、「
友
邦

人
士
」
に
も
共
鳴
者
が
出
て
き
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
白
人
系
某
会
社
か
ら
新
品

の
防
寒
衣
一
四
〇
着
（
一
着
が
約
二
ド
ル
）
計
二
四
箱
が
贈
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

を
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
救
国
会
か
ら
一
旦
中
華
総
商
会
に
送
り
、
そ
こ
か
ら
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
慈
善
団
体
が
募
っ
た
古
着
と
共
に
、
中
国

に
送
り
届
け
る
こ
と
に
し
）
21
（
た
、
と
い
う
。

　

三
七
年
盧
溝
橋
事
件
に
よ
り
対
日
抗
戦
が
開
始
さ
れ
た
。
一
一
月
下
旬
『
民
国

203
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
歴
史
と
そ
の
特
質
（
菊
池
）

報
』
は
「
公
債
宣
伝
週
」
を
展
開
し
、
国
債
を
一
万
元
、
一
〇
〇
〇
元
、
一
〇
〇

元
、
五
〇
元
、
一
〇
元
、
五
元
に
分
け
、
凡
そ
個
人
、
団
体
は
現
金
、
あ
る
い
は
有

価
物
件
で
購
入
で
き
る
。
さ
ら
に
「
救
国
公
債
」
購
入
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
、
勲
章

や
報
奨
な
ど
を
出
す
と
し
）
22
（
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
は
従
来
か
ら
国
内
問
題
で
は
国
民
党
支
援
を
お
こ
な
っ
て

き
た
。
満
洲
事
変
、
第
一
次
上
海
事
変
、
特
に
盧
溝
橋
事
件
は
、
対
日
問
題
、
す
な

わ
ち
対
外
問
題
に
転
換
し
た
と
見
な
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑

は
従
来
の
内
戦
と
は
異
な
る
「
民
族
生
存
の
戦
い
」
と
位
置
づ
け
、
日
本
に
対
し
て

敵
愾
心
と
義
憤
を
感
じ
、
献
金
方
式
で
「
愛
国
熱
情
」
を
強
め
、
そ
れ
ま
で
を
上
回

る
献
金
を
し
た
。
そ
し
て
、
先
を
争
っ
て
飛
行
機
購
入
の
「
航
空
救
国
捐
」、
傷
兵

救
援
や
委
員
設
置
の
義
捐
金
、
難
民
衣
服
寄
付
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
。
シ
ド

ニ
ー
で
の
指
導
者
は
馬
亮
華
、
欧
陽
南
、
林
子
耀
ら
で
あ
り
、「
一
〇
万
ポ
ン
ド
以

上
」
に
な
っ
た
と
い
）
23
（
う
。
政
治
的
な
国
民
党
分
支
部
の
外
、
華
僑
の
多
い
シ
ド

ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
が
中
心
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各
地
に
も
各

種
の
華
僑
団
体
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
が
献
金
を
精
力
的
に
集
め
た
の
で
あ

る
。

　

一
九
四
一
年
一
二
月
日
本
軍
は
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
り
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
、
マ

ラ
ヤ
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
香
港
を
空
襲
し
、
戦
争
が
一
挙
に
拡
大
し
た
。
二
月

一
五
日
に
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
堅
固
な
軍
事
拠
点
で
あ
っ
た
は
ず
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
陥
落
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
国
際
関
係
に
関
す
る
観
念
は
太
平
洋
戦
争
初

期
に
お
い
て
一
変
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
の
各
国
軍
の
み
な
ら

ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
陸
海
軍
は
日
本
の
南
進
に
よ
っ
て
潰
走
し
、
南
洋
の
欧
米
植
民
地

支
配
は
次
々
と
陥
落
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
当
局
は
、
ま

ず
華
僑
が
日
本
人
と
誤
認
さ
れ
な
い
よ
う
に
身
分
証
保
持
を
命
令
し
、
多
く
の
華
僑

に
対
し
て
屈
辱
的
な
「
手
印
」（
押
捺
）
を
復
活
さ
せ
た
。
四
一
年
一
二
月
一
二
日

当
局
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
か
ら
船
舶
「
西
蘭
迪
」
号
で
五
四
二
人
を
疎
開
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
。
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し
、
そ
の
中
の
九
三
人
が
中
国
人
婦
女
子
、
三
〇
〇
人
が

日
本
か
ら
の
避
難
華
僑
、
二
〇
〇
人
の
兵
士
、
お
よ
び
海
員
一
〇
〇
人
で
、
計
六
九

三
人
に
上
っ
た
。
白
人
女
は
船
室
な
ど
あ
て
が
わ
れ
優
遇
さ
れ
た
が
、
中
国
人
は
冷

遇
さ
れ
、
華
僑
妊
婦
の
場
合
、
甲
板
の
ベ
ッ
ト
に
寝
か
さ
れ
た
。
か
つ
船
上
は
兵
士

ら
に
あ
て
が
わ
れ
た
た
め
、
軍
艦
と
見
な
さ
れ
、
日
本
軍
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
た
。

一
二
月
二
三
日
ア
メ
リ
カ
の
豪
華
客
船
は
中
国
人
疎
開
者
は
乗
船
で
き
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
船
舶
が
複
数
出
て
お
り
、
四
二
年
一
月
「
蒙
特
容
」
号
に
は
中
国
人
は
一

一
一
人
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、「
西
蘭
迪
」
号
の
時
の
よ
う
な
差
別
待
遇
は
一
定
程

度
以
上
改
善
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
最
終
的
に
婦
女
子
二
二
〇
〇
人
が
南
方
に
疎
開

し
、
看
護
士
、
電
話
局
員
な
ど
六
三
人
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
残
留
し
）
24
（
た
。

　

こ
の
後
、
一
九
四
二
年
二
月
二
九
日
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
最

大
規
模
の
日
本
軍
の
空
襲
を
受
け
た
。
日
本
軍
二
四
三
機
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
市
街
地

域
と
飛
行
場
に
爆
撃
を
繰
り
返
し
、
六
〇
キ
ロ
爆
弾
も
投
下
し
た
。
爆
死
者
二
四
三

人
、
負
傷
者
五
〇
〇
人
で
あ
り
、
多
く
の
船
舶
が
撃
沈
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
が
外
国
か
ら
直
接
攻
撃
を
受
け
た
最
初
だ
っ
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
市
政
府
、

空
軍
、
陸
軍
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
へ
の
空
襲
は
続
け
ら
れ
た
。
四

二
、
四
三
年
に
空
襲
は
計
五
六
回
に
上
っ
）
25
（
た
。
こ
の
事
実
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
な
ぜ
な
ら
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
力
、
軍
事
力
を
絶
対
的
な

も
の
と
過
信
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
危
機
の
際
、
守
っ
て
く
れ
る
も
の
と
疑
う
こ

と
す
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
、
北
部
テ
リ
ト
リ
ー
地
区
は
海
岸
線
が
長

く
、
南
下
し
て
く
る
日
本
軍
に
対
す
る
防
衛
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
た
。
日
本
軍
が

ダ
ー
ウ
ィ
ン
占
領
を
狙
っ
て
い
る
と
も
危
惧
し
た
。
の
み
な
ら
ず
、
日
本
軍
は
東
海
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
七
号

岸
の
シ
ド
ニ
ー
湾
に
潜
水
艦
三
隻
を
潜
入
さ
せ
、
高
級
住
宅
地
を
砲
撃
し
て
揺
さ
ぶ

り
を
か
け
た
。
と
も
あ
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
遠
隔
地
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
は
ほ
と

ん
ど
頼
り
に
な
ら
ず
、
自
国
の
兵
力
は
薄
弱
で
、
人
材
も
欠
乏
し
て
い
る
と
再
度
自

覚
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
）
26
（

た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
軍
が
本
気
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
占
領

し
よ
う
と
し
た
か
、
も
し
く
は
占
領
で
き
た
か
は
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
中
国
で
は
、
多
く
の
華
僑
の
出
身
地
・
故
郷
が
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
中
国
当
局
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
当
局
と
交
渉
し
た
結
果
、
居
留
期
間
を
一

律
三
年
間
延
長
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
四
五
年
六
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の

中
国
系
難
民
数
十
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
無
条
件
で
入
国
で
き
た
。
こ
の
背
景
に

は
、
繰
り
返
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
元
来
、
人
口
が
少
な
い
上
、
戦
争
の
影
響

か
ら
労
働
力
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
が
凋
落
し
て
い
た
と
い
う
事
情

も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
）
27
（

る
。
太
平
洋
戦
争
期
も
祖
国
中
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
連
合

国
と
し
て
友
邦
で
あ
り
、
国
民
政
府
が
推
進
す
る
「
抗
戦
建
国
」
政
策
を
継
続
で
き

た
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
改
善
、
推
進
し
よ
う
と
し
た
の
か
。

　

⑴ 

国
民
外
交
の
推
進
│
│
「
優
秀
な
華
僑
」
は
当
地
社
会
に
深
く
入
り
、
好
印

象
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
中
国
外
交
と
「
抗
戦
建
国
」
両
面
で
裨

益
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。
国
民
外
交
協
会
は
そ
の
指
導
的
地
位
に
あ
り
、
国
民
外
交

工
作
の
推
進
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

　

⑵ 

救
国
団
体
力
量
の
集
中
│
│
各
団
体
は
共
済
す
べ
き
で
、
事
に
あ
っ
て
は
協

力
し
、
性
質
が
同
じ
団
体
は
合
併
す
べ
き
で
あ
る
。
力
量
を
集
中
で
き
れ
ば
、
業
務

は
迅
速
に
な
り
、
収
め
る
効
果
も
多
い
。

　

⑶ 

「
振
捐
」（
救
済
献
金
）
の
統
一
に
つ
い
て
│
│
献
金
運
動
が
多
す
ぎ
て
統
一

的
計
画
が
な
い
。
常
に
華
僑
を
煩
わ
せ
、
外
国
人
に
「
中
国
人
は
物
乞
い
」
と
の
悪

印
象
を
与
え
る
。
そ
の
上
、
統
一
し
な
け
れ
ば
流
用
な
ど
を
発
生
し
、
弊
害
も
大

き
）
28
（

い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
は
蔣
介
石
・
国
民
政
府
を
擁
護
し
た
。
の

み
な
ら
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
も
中
国
の
対
日
抗
戦
に
共
鳴
し
、
か
つ
憤
慨
し
て
献

金
、
各
種
券
を
購
入
し
た
。
そ
の
額
は
数
十
万
ポ
ン
ド
と
な
り
、
法
幣
に
換
算
す
る

と
、
一
〇
〇
〇
万
元
以
上
で
あ
）
29
（

る
、
と
す
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
と
っ
て
日
本

軍
と
戦
っ
て
い
る
中
国
は
同
一
の
目
標
で
あ
る
と
の
認
識
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

四　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
国
民
党
支
部
と
華
僑
団
体

（
一
）
政
治
組
織
な
ど

　

⑴ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
中
国
国
民
党
中
央
党
部
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
駐
在
総
支

部
は
す
で
に
一
九
二
四
年
夏
、
国
民
党
中
央
の
命
令
で
シ
ド
ニ
ー
に
正
式
に
成
立
し

て
い
る
。
前
述
の
欧
陽
南
（
シ
ド
ニ
ー
の
華
商
）
と
馬
亮
華
（
同
）
は
総
支
部
常
務

委
員
。
雷
妙
輝
も
華
商
で
あ
る
が
、
同
時
に
シ
ド
ニ
ー
総
領
事
館
名
誉
顧
問
で
あ

る
。
即
ち
、
在
地
の
大
物
華
商
が
国
民
党
総
支
部
の
有
力
な
構
成
員
で
あ
っ
た
。
そ

の
下
に
は
分
支
部
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ス
ル
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
克
列

埠
」（Kingston

）、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
お
よ
び
パ
ー
ス
な
ど
に
分
部
を
設
立
し
た
。

三
七
年
盧
溝
橋
事
件
（
七
・
七
事
変
）
以
来
、
総
支
部
は
華
僑
団
体
を
指
導
し
、

「
抗
戦
建
国
」
工
作
を
推
進
し
、
献
金
と
宣
伝
各
工
作
に
従
事
し
、
中
央
か
ら
の
毎

回
の
指
示
に
対
し
て
業
務
を
遂
行
し
た
。
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
は
、
陳
作
睦
（
華
商
）
は

シ
ド
ニ
ー
総
領
事
館
ブ
リ
ス
ベ
ン
駐
在
名
誉
領
事
。
ま
た
、
中
華
公
会
が
あ
る
。
李

連
（
華
商
）
で
、
賑
災
会
会
長
で
あ
る
。
パ
ー
ス
に
は
、
関
国
倚
は
、
パ
ー
ス
中
華

会
館
主
席
で
国
民
党
パ
ー
ス
分
部
常
務
委
員
。
謝
汝
棠
は
パ
ー
ス
中
華
会
館
秘
書
で
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
歴
史
と
そ
の
特
質
（
菊
池
）

あ
）
30
（
る
。

　

⑵ 
中
国
航
空
建
設
協
会
直
属
支
会
│
│
重
慶
総
会
か
ら
雷
妙
輝
を
招
聘
し
、
支

会
会
長
と
し
て
多
額
な
献
金
を
中
国
に
送
付
し
た
。
な
お
、
雷
妙
輝
は
シ
ド
ニ
ー
総

領
事
館
の
名
誉
顧
問
で
も
あ
る
。

　

⑶ 

国
民
外
交
協
会
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
分
会
は
成
立
し
た
ば
か
り

で
、
重
慶
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
た
周
呉
愛
蓮
女
士
が
主
宰
し
て
い
）
31
（
る
。

（
二
）
華
僑
団
体

　

華
僑
は
シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
、
パ
ー
ス
が
最
も
多
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
華
僑
団
体
も
こ
れ
ら
の
都
市
に
必
然
的
に
多
か
っ
た
が
、
全
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
見
る
と
、
数
十
地
域
に
及
ぶ
と
す
る
。

　

こ
こ
で
、
華
僑
指
導
者
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

⑴ 

華
僑
団
体
は
商
業
を
中
心
と
し
、
シ
ド
ニ
ー
に
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ー

ル
ズ
州
中
華
総
商
会
が
設
置
さ
れ
た
。
会
員
は
華
商
で
あ
り
、
政
治
的
背
景
は
な

か
っ
た
。
た
だ
し
若
干
の
会
員
は
国
民
党
執
事
で
あ
っ
た
。
華
僑
団
体
を
代
表
す
る

中
華
公
会
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
メ
ル
ボ
ル
ン
、
パ
ー
ス
両
地
域
に
も
同
様
な
団
体

が
あ
る
。
朱
松
慶
と
呉
剣
衆
は
シ
ド
ニ
ー
の
元
中
華
商
会
会
長
で
あ
る
。
シ
ド
ニ
ー

の
現
中
華
商
会
会
長
の
余
炳
は
致
公
堂
盟
長
。
伍
根
は
元
致
公
堂
盟
長
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
シ
ド
ニ
ー
の
華
僑
有
力
者
は
致
公
堂
と
関
係
が
深
い
。
そ
の
他
、
王
家
権

は
シ
ド
ニ
ー
僑
青
社
社
長
。
周
元
吉
（
西
洋
医
）
は
、
シ
ド
ニ
ー
中
豪
協
会
会
長
。

林
子
耀
（
華
商
）
は
中
華
織
繍
公
会
主
席
。
李
少
五
（
華
商
）
同
公
会
副
主
席
。
そ

し
て
、
郭
朝
が
シ
ド
ニ
ー
永
安
公
司
総
経
理
で
あ
る
。
シ
ド
ニ
ー
中
華
織
布
刺
繍
公

会
は
シ
ド
ニ
ー
の
山
東
省
汕
頭
で
生
産
し
た
布
や
刺
繍
の
輸
出
入
を
お
こ
な
う
商
人

組
織
の
利
益
団
体
で
あ
）
32
（
る
。

　

⑵ 

職
業
団
体
と
し
て
は
、
シ
ド
ニ
ー
に
中
華
海
員
工
会
が
設
立
さ
れ
、
メ
ル
ボ

ル
ン
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
支
会
を
設
置
し
た
。
会
員
は
約
一
〇
〇
〇
人
余
に

上
る
。
重
慶
の
中
華
海
員
工
会
総
会
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
る
中
国
人
海
員
を
指

揮
し
、
援
助
し
て
い
る
。
中
華
海
員
工
会
澳
洲
分
会
は
布
徳
威
、
張
岳
彪
ら
が
主
宰

し
て
い
る
。
シ
ド
ニ
ー
僑
青
社
も
海
員
・
華
工
ら
が
組
織
し
、
演
劇
を
通
し
て
慈
善

救
済
工
作
に
か
な
り
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
名
称
は
異
な
る
が
、
華
僑
居
留
地
域
に

は
均
し
く
同
様
な
組
織
が
あ
る
。

　

⑶ 

同
郷
会
と
し
て
は
、
シ
ド
ニ
ー
に
は
中
山
蔭
徳
堂
、
高
要
洪
福
堂
、
四
邑
公

会
、
三
邑
恒
善
堂
、
東
莞
聯
義
堂
、
増
城
聯
福
堂
な
ど
で
、
救
国
救
郷
工
作
の
活
動

を
活
発
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

⑷ 

幇
会
と
し
て
は
、
シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
に
は
前
述
の
秘
密
結
社
致
公
堂

（
盟
長
は
余
炳
）
が
あ
る
。
致
公
堂
は
洪
門
会
組
織
で
あ
り
、
清
末
民
国
初
期
に
は

国
民
党
と
協
力
し
て
活
動
し
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
関
係
、
人
的
関
係
か
ら
時
に
は

国
民
党
と
対
等
に
振
る
舞
っ
て
い
る
。
一
九
一
七
年
致
公
堂
の
黄
柱
と
国
民
党
部
長

郭
標
、
余
栄
は
双
方
の
合
併
工
作
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
致
公
堂
は
黄
柱
、
張
亮
の

二
人
を
派
遣
し
た
。
双
方
は
何
度
も
会
談
し
た
が
、
合
併
自
体
は
成
功
し
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
致
公
堂
は
「
中
国
洪
門
民
治
党
」
と
改
名
し
）
33
（
た
。

　

他
国
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
看
過
で
き
な
い
も
の
に
、
漢
方
医
が
組
織
し
た
メ

ル
ボ
ル
ン
中
医
中
薬
公
会
が
あ
る
。
漢
方
医
は
診
療
の
外
、
漢
方
薬
販
売
、
治
療
を

お
こ
な
う
。
か
く
し
て
、
一
般
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
信
頼
を
得
て
お
り
、
メ
ル

ボ
ル
ン
華
僑
団
体
の
中
で
有
力
な
団
体
で
あ
る
。
ビ
ク
ト
リ
ア
州
メ
ル
ボ
ル
ン
の

「
中
医
中
薬
公
会
第
一
三
回
職
員
報
国
表
」（
一
九
四
三
年
三
月
一
日
）
に
よ
れ
ば
、

組
織
機
構
は
主
席
、
副
主
席
、
そ
し
て
中
文
書
記
、
西
文
書
記
、
会
計
各
一
人
、
監

察
二
人
、
組
織
一
人
、
宣
伝
二
人
、
交
際
、
総
務
、
慈
善
、
調
査
、
庶
務
各
一
人
、
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候
補
幹
事
四
人
で
構
成
さ
れ
、
組
織
機
構
が
明
確
で
あ
る
。
主
席
黄
廷
燊
七
五
歳
、

戸
籍
は
台
山
、
副
主
席
呉
樸
生
、
七
〇
歳
、
鶴
山
な
ど
で
あ
る
。
年
齢
構
成
を
見
る

と
、
主
席
黄
廷
燊
七
五
歳
を
筆
頭
に
五
、
六
〇
歳
代
で
、
西
文
書
記
の
余
錦
慶
が
四

九
歳
で
最
も
若
い
。
つ
ま
り
同
公
会
は
年
齢
の
高
い
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
組

織
で
あ
っ
た
。
出
身
地
は
広
東
省
の
台
山
九
人
、
中
山
、
新
会
各
二
人
、「
鶴
山
」

（
鶴
城
？
）、
増
城
、
東
莞
各
一
人
で
あ
）
34
（

る
。

　

こ
の
他
、
中
国
人
学
生
会
が
シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
各
大
学
に
組
織
さ
れ
て
い

る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
華
僑
学
生
に
よ
る
中
澳
協
会
（
会
長
は
周
元
吉
）

の
趣
旨
は
祖
国
中
国
に
対
す
る
認
識
の
増
大
と
当
地
人
士
と
の
連
絡
に
あ
る
。
華
僑

青
年
救
国
会
は
男
女
華
僑
学
生
に
よ
る
組
織
で
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
な
ど
を
開
き
、
慈

善
救
済
金
を
集
め
て
い
る
。「
業
余
」（
勤
務
時
間
外
の
余
暇
）
団
体
と
し
て
は
前
述

の
シ
ド
ニ
ー
僑
青
社
な
ど
が
あ
り
、
祖
国
中
国
に
対
し
て
慈
善
救
済
を
お
こ
な
う
。

戦
時
臨
時
組
織
と
し
て
は
、
華
僑
七
七
記
念
委
員
会
、
双
十
節
献
金
会
な
ど
は
各
団

体
が
代
表
を
推
薦
、
派
遣
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
シ
ド
ニ
ー
総
領
事
館
に
よ
る
「
華
僑
の
地
位
と
待
遇
の
改
善
と
増
進
」

を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
通
り
。

　

⑴　
「
白
豪
」
政
策
の
取
り
消
し
│
│
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
有
色
人
種
に
対

し
て
厳
し
い
制
限
を
課
し
て
き
た
。「
移
民
律
」
は
特
に
厳
し
く
、
例
え
ば
、
入
国

人
数
の
制
限
、
居
留
期
間
の
規
定
、
華
商
は
巨
額
の
営
業
税
の
支
払
い
、
か
つ
そ
の

家
族
は
入
国
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
華
僑
に
重
大
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。

徐
公
使
の
着
任
以
降
、
数
回
交
渉
を
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
は
居
留
期
限
を
延

長
し
、
入
国
人
数
を
緩
和
す
る
と
し
た
が
、
こ
れ
ら
項
目
の
「
白
豪
」
政
策
を
取
り

消
す
こ
と
は
な
い
と
断
言
し
た
。
こ
れ
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
、
華
僑
の
地
位
を
高

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

⑵　

華
僑
組
織
の
強
化
│
│
各
地
の
華
僑
は
団
結
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
事
件
が

発
生
す
る
と
、
往
々
に
し
て
意
見
が
分
か
れ
る
。
外
国
人
に
笑
わ
れ
、「
散
砂
の
如

し
」
と
の
譏
り
を
受
け
る
。
組
織
を
強
化
し
な
け
れ
ば
、
一
切
の
改
善
交
渉
を
順
調

に
お
こ
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

⑶　

新
生
活
運
動
の
実
行
│
│
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
は
「
勤
倹
守
法
」
と
い
う

長
所
が
あ
る
が
、
だ
が
生
活
の
無
規
律
、
例
え
ば
、
賭
博
、
ア
ヘ
ン
吸
飲
な
ど
が
あ

り
、
良
好
な
華
僑
は
大
き
な
恥
辱
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
普
遍
的
に
新
生
活
運

動
を
遂
行
し
、
根
本
的
に
旧
来
の
汚
染
を
除
去
す
る
。
と
り
わ
け
青
年
に
対
し
て
努

め
て
道
徳
や
人
格
を
養
成
し
、「
良
好
な
華
僑
」
と
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
華
僑
の

地
位
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑷　

華
僑
の
救
済
と
管
理
│
│
華
僑
の
老
人
と
失
業
者
を
救
済
す
べ
き
で
、
街
頭

を
流
浪
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
人
を
軽
視
す
る
こ
と
で
国
体
を
損
な
う
。
ま
た
、
出

国
華
僑
に
対
し
て
管
理
す
べ
き
で
体
格
、
人
品
、
知
識
上
、
問
題
が
あ
る
者
は
出
国

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
華
僑
の
地
位
向
上
に
非
常
に
重
要
で
あ
）
35
（

る
。
こ

の
よ
う
に
、「
移
民
律
」
の
改
善
要
求
、
団
結
強
化
と
共
に
反
省
す
べ
き
は
反
省
す

る
と
い
う
自
省
の
念
も
生
じ
て
い
る
。
そ
の
際
、
新
生
活
運
動
を
高
く
評
価
し
、
そ

れ
を
使
用
し
て
、
特
に
華
僑
青
年
の
道
徳
や
人
格
養
成
を
図
ろ
う
と
し
た
。

五　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
個
人
史
─
─
太
平
洋
戦
争
と
関
連
さ
せ
て

　

一
九
三
九
年
九
月
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
軍
は
イ

ギ
リ
ス
の
指
揮
下
に
入
り
、
一
一
月
戦
闘
に
参
加
し
た
。
当
初
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
軍
隊
は
中
東
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
は
戦
闘
地
域
が
遠
隔
地

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
く
緊
迫
感
が
な
か
っ
た
。
だ
が
、
四
一
年
一
二
月
日
本
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
歴
史
と
そ
の
特
質
（
菊
池
）

軍
の
真
珠
湾
攻
撃
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
陥
落
、
香
港
も
占
領
さ
れ
、
戦
争
が
太
平

洋
地
域
に
拡
大
し
た
。
日
本
軍
は
破
竹
の
勢
い
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
退
却
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
反
攻
基
地
と
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
戦
火
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
自
体
に
及
ぶ
と
、
華
僑
が
参
軍
し
始
め

た
。
女
も
赤
十
字
の
戦
場
看
護
婦
と
な
り
、
ま
た
あ
る
者
は
自
発
的
に
防
空
任
務
を

担
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
残
留
し
た
華
僑
も
労
軍
活
動
に
参
加
し
、
献
金
を
募

集
し
、
ま
た
生
産
任
務
に
就
い
た
。
太
平
洋
戦
争
初
期
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
退
い
た
時
、
多
数
の
中
国
人
海
員
と
一
部
の
華
工
も
連
合
軍
と
共
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
退
い
た
の
で
あ
る
。
第
一
波
は
ナ
ウ
ル
（N

auru

）
島
か
ら
の
一
六

〇
〇
人
は
鉱
山
華
工
で
あ
る
。
第
二
波
は
各
地
か
ら
撤
退
し
て
き
た
中
国
人
海
員
約

二
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
華
工
、
海
員
は
中
国
と
友
邦
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

支
援
し
た
。
当
時
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
人
材
と
労
働
力
不
足
を
痛
感
し
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
、
同
政
府
は
こ
れ
ら
二
波
の
壮
年
の
男
た
ち
を
大
歓
迎
し
、「
難

民
身
分
」
で
受
け
入
れ
た
。
こ
れ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
立
国
以
来
、
最
大
の
中
国
人

流
入
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
「
中
国
人
労
工
隊
」（Chinese Labour Corp

）
と
し

て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
中
部
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
当
局
は
彼
ら

全
体
を
ア
メ
リ
カ
軍
に
送
り
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
基
地
で
ド
ッ
ク
修
理
に
当
た
ら
せ
た
。

前
述
の
如
く
日
本
軍
潜
水
艦
三
隻
の
シ
ド
ニ
ー
に
対
す
る
突
撃
砲
撃
が
あ
り
、
一
九

四
二
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
海
岸
で
運
輸
船
九
隻
と
病
院
船
一
隻
が
撃
沈
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
青
壮
年
は
危
険
な
仕
事
を
し
た

が
ら
ず
、
あ
る
い
は
す
で
に
別
の
兵
役
に
就
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
商
船
会
社
は
公

然
と
華
工
と
中
国
人
海
員
を
急
募
し
、
人
員
不
足
を
補
充
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
）
36
（
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
華
僑
個
々
人
に
焦
点
を
当
て
、
太
平
洋
戦
争
期
の
実
態
に
迫
り
た

い
。　

　

ま
ず
、
第
一
に
と
り
あ
げ
る
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
中
で
有
名
な
劉
光

福
（1893 ‒1983

。
英
名
はW

illiam
 Liu

）
で
あ
る
。
彼
は
英
語
、
広
東
語
、
北

京
語
が
で
き
た
。
一
八
九
三
年
シ
ド
ニ
ー
生
ま
れ
。
原
籍
は
広
東
省
台
山
。
父
は
一

九
世
紀
後
半
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
て
、
錫
鉱
採
掘
や
木
材
伐
採
な
ど
の
仕
事
を

し
た
。
母
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
。
光
福
は
七
歳
の
時
、
父
と
共
に
台
山
に
戻
り
、

中
国
語
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
中
国
の
古
籍
な
ど
も
熟
読
し
た
。
一
九
〇
八
年

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
再
び
戻
っ
た
。
ま
ず
中
文
新
聞
社
で
働
き
始
め
、
か
つ
国
民
党

に
加
入
し
た
。
一
一
年
メ
ル
ボ
ル
ン
で
、
中
国
総
領
事
館
（
総
領
事
は
黄
応
良
）
の

中
文
書
記
と
な
る
。
一
四
年
で
永
生
公
司
に
招
聘
さ
れ
就
職
、
こ
の
後
、
広
州
、
香

港
の
先
施
公
司
の
発
起
者
と
な
る
。
一
七
年
光
福
、
郭
標
、
余
栄
ら
の
発
起
で
シ
ド

ニ
ー
で
六
〇
〇
〇
株
、
一
万
八
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
を
手
始
め
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各

地
、
お
よ
び
太
平
洋
各
島
、
香
港
な
ど
華
僑
が
次
々
と
株
を
購
入
し
、
資
本
金
は
一

〇
万
八
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
と
な
り
、
中
澳
輪
船
公
司
（China Austraria M

ail 
Steam

ship 
Line

）
を
創
設
し
た
（
董
事
一
五
人
）。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
籍
を
有

す
「
劉
光
福
」
名
義
で
貨
物
汽
船
一
隻
を
二
万
五
〇
〇
ポ
ン
ド
で
購
入
し
た
。
さ
ら

に
一
隻
を
購
入
し
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
に
欧
州
戦

場
へ
の
食
糧
運
搬
、
軍
隊
移
送
の
た
め
、
二
隻
と
も
接
収
さ
れ
た
。
二
〇
年
に
さ
ら

に
汽
船
を
購
入
し
、
返
還
さ
れ
た
二
隻
を
含
め
、
計
三
隻
と
な
り
、
香
港
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
間
を
航
行
さ
せ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
の
各
汽
船
会
社
と
の
競
争
に
負

け
、
二
二
年
華
僑
資
本
だ
け
に
よ
る
唯
一
の
汽
船
公
司
は
多
額
の
欠
損
を
出
し
て
倒

産
し
）
37
（
た
。

　

一
九
二
一
年
光
福
は
中
国
に
行
き
、
広
州
で
郭
標
の
紹
介
で
孫
文
と
会
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
戻
る
と
、
当
地
の
国
民
党
部
の
英
文
秘
書
と
な
り
、
か
つ
シ
ド
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ニ
ー
華
人
商
会
副
会
長
に
就
任
し
た
。
三
一
年
光
福
は
上
海
に
行
き
、
た
ま
た
ま
第

一
次
上
海
事
変
に
遭
遇
し
、
十
九
路
軍
の
対
日
抗
戦
を
目
撃
し
た
。
光
福
と
十
九
路

軍
総
指
揮
の
蔡
廷
鍇
は
同
じ
広
東
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
知
り
合
い
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
十
九
路
軍
司
令
部
秘
書
と
な
り
、
西
洋
人
に
対
す
る
連
絡
・
宣
伝
を
担
当
し

た
。
第
一
次
上
海
事
変
が
終
結
し
、
十
九
路
軍
が
福
建
省
に
移
動
さ
せ
ら
れ
る
と
、

光
福
も
軍
か
ら
離
れ
た
。
直
接
軍
に
参
加
し
た
の
は
人
生
の
中
で
こ
の
一
回
限
り
で

あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
李
敏
周
、
蔡
昌
ら
の
直
接
投
資
に
よ
り
、
三
四
年

に
上
海
の
四
大
公
司
の
一
つ
で
百
貨
店
の
大
新
公
司
を
創
設
し
た
。
こ
の
時
、
光
福

は
招
聘
さ
れ
、
英
文
秘
書
に
就
任
し
た
。
な
お
、
上
海
に
お
け
る
大
新
、
先
施
、
永

安
、
新
新
の
四
大
公
司
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
「
熱
愛
祖
国
」
の
気
持
ち
か
ら

建
設
に
投
資
し
た
具
体
例
と
さ
れ
る
。
三
六
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
戻
り
、
三
九
年

に
は
中
国
に
再
び
行
く
が
、
抗
日
戦
争
中
で
交
通
も
阻
害
さ
れ
、
広
州
に
行
け
た
だ

け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
四
〇
年
シ
ド
ニ
ー
に
戻
り
、
再
び
永
生
公
司
（
経
理
は
馬

亮
華
）
に
就
職
し
た
。
馬
亮
華
は
国
民
党
総
支
部
、
商
会
、
お
よ
び
華
僑
各
団
体
に

か
か
わ
り
、
中
国
抗
戦
支
持
を
明
確
に
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
光
福
も
馬
亮
華
に
協

力
し
た
。
一
九
四
七
年
シ
ド
ニ
ー
で
友
人
と
合
資
で
「
香
港
楼
菜
館
」
を
経
営
。
そ

の
後
も
シ
ド
ニ
ー
で
華
僑
待
遇
改
善
の
運
動
を
続
け
、
新
聞
社
の
み
な
ら
ず
、
英

国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
当
局
、
総
理
、
英
国
首
相
、
皇
室
に
嘆
願
書
を
出
し
続
け

た
。「
身
の
程
知
ら
ず
」
の
誹
り
を
気
に
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
彼
は
党
派
に
関

係
な
く
、「
国
家
・
民
族
を
重
ん
じ
た
」
と
さ
れ
る
。
一
九
八
三
年
シ
ド
ニ
ー

で
）
38
（

没
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
時
期
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
中
国
間
を
何
度
も
往
復
し
て

中
国
を
主
に
経
済
面
で
支
援
し
続
け
、
ま
た
、
華
僑
の
地
位
向
上
に
尽
力
し
た
生
涯

と
い
え
よ
う
。

　

第
二
に
、
劉
国
保
（
光
復
の
息
子
）
は
軍
に
参
加
し
た
。
一
九
一
七
年
に
シ
ド

ニ
ー
に
生
ま
れ
。
大
戦
前
、
国
保
は
商
科
で
学
び
、
貿
易
を
し
て
い
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
国
保
は
空
軍
入
隊
を
考
え
た
が
、
母
が
許
さ
な
か
っ
た
。

だ
が
、
四
一
年
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
危
機
感
が

高
ま
っ
た
。
国
保
は
国
民
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
軍
に
入
る
決
心
を
し
た
。
こ
の

時
、
選
ん
だ
の
は
海
軍
で
あ
る
。
身
体
検
査
も
試
験
も
順
調
に
パ
ス
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
最
終
審
査
で
不
合
格
と
さ
れ
た
。
理
由
は
簡
単
で
「
非
白
人
」
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
国
保
は
怒
り
を
感
じ
な
が
ら
母
が
白
人
で
、
自
分
は
シ
ド
ニ
ー
生
ま

れ
だ
と
主
張
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
二
年
二
月
に
な
っ
て
正
式
な
入
隊
が
決
ま
っ

た
。
国
保
の
経
歴
か
ら
海
軍
人
事
部
の
出
納
を
担
当
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
特
殊

駆
逐
艦
隊
の
一
つ
ハ
マ
ス
・
ニ
ザ
ム
号
で
地
中
海
、
南
ア
フ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
セ
イ
ロ
ン
を
経
て
英
国
東
南
区
最
高
統
帥
Ｌ
・
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン

（Lous M
ountbatten

）
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ビ
ル
マ
で
英
国
東
方
艦
隊
と
合
流
し
た
。
そ
の
任
務
は
日
本
軍
陣
地
へ

の
砲
撃
と
海
上
機
雷
の
除
去
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
日
本
軍
艦
と
の
戦
闘
は
恐

れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
注
意
す
べ
き
は
潜
水
艇
の
襲
撃
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ

れ
も
機
雷
で
防
御
で
き
る
。
問
題
は
「
自
殺
戦
法
」
で
あ
る
神
風
特
攻
隊
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
襲
撃
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
来
襲
し
て
か
ら
迎
撃
せ
ざ

る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
国
保
が
乗
船
し
た
軍
艦
は
上
陸
援
助
の

外
、
運
輸
任
務
も
担
っ
て
い
た
。
国
保
よ
れ
ば
、
連
合
軍
に
は
欧
州
人
、
ア
フ
リ
カ

人
、
ア
ジ
ア
人
が
お
り
、
そ
の
上
、
宗
教
も
異
な
っ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

軍
隊
内
で
は
人
種
的
差
別
な
ど
は
な
く
、
生
死
を
共
に
す
る
共
同
生
活
の
た
め
、
友

好
が
増
進
さ
れ
た
と
い
う
。
戦
争
末
期
に
な
る
と
、
英
国
艦
隊
も
太
平
洋
に
入
り
、

ア
メ
リ
カ
軍
と
合
流
し
、
日
本
本
土
攻
撃
の
準
備
を
し
た
。
そ
こ
で
、
再
び
二
方
向

に
分
か
れ
、
英
国
艦
隊
は
先
島
列
島
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
沖
縄
を
担
当
し
）
39
（
た
。
日
本
敗
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
歴
史
と
そ
の
特
質
（
菊
池
）

戦
後
、
国
保
は
本
来
の
仕
事
で
あ
る
商
業
に
戻
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
阮
来
の
母
方
の
祖
父
馬
綠
士
は
ビ
ク
ト
リ
ア
州
東
北
部
で
煙
草
や
麻
を

栽
培
し
て
い
た
。
阮
来
の
父
は
阮
三
福
は
広
東
省
新
会
出
身
で
少
年
時
代
に
馬
の
下

に
や
っ
て
き
て
働
い
た
。
三
福
は
馬
の
娘
と
結
婚
し
、
八
人
の
子
供
（
六
男
二
女
）

を
も
う
け
た
。
阮
来
は
そ
の
長
男
で
あ
り
、
商
業
デ
ザ
イ
ン
専
科
で
学
ん
だ
。
一
九

三
三
年
メ
ル
ボ
ル
ン
の
広
告
会
社
に
入
社
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
飛
行
機
ク
ラ
ブ
の

宣
伝
を
頼
ま
れ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
飛
行
機
そ
れ
自
体
に
強
い
関
心
を
も
っ
た
。
こ

う
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
当
局
も
「
優
秀
な
空
軍
指
揮
官
」
と
認
め
る
最
初
の
華

僑
飛
行
士
と
な
っ
た
。
教
練
し
た
航
空
人
材
は
六
〇
〇
人
に
及
び
、
彼
ら
は
平
和
時

期
に
は
商
業
航
空
会
社
の
機
長
な
ど
に
就
い
た
が
、
戦
時
期
に
な
る
と
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
防
衛
の
「
戦
士
」
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
華
僑
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
愛

す
る
「
忠
義
の
精
神
」
は
白
人
と
遜
色
の
な
い
こ
と
を
立
証
し
た
と
い
う
。

　

阮
来
自
身
に
よ
れ
ば
、
三
五
、
三
六
年
香
港
で
一
年
半
滞
在
し
、
東
ア
ジ
ア
の
状

況
を
さ
ら
に
理
解
し
た
。
そ
こ
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
戻
る
と
、
Ｒ
Ｖ
Ａ
Ｃ

（Royal Victorian Aero Club

）
に
勤
め
、
飛
行
士
の
教
練
を
担
当
し
た
。
三
九

年
「
平
民
身
分
」
で
は
あ
っ
た
が
、「
皇
家
豪
州
空
軍
」（Royal Australian Air 

Force

、
略
称
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｆ
）
で
教
練
職
と
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
日
本

の
南
進
に
よ
り
情
勢
が
緊
迫
の
度
を
増
し
た
こ
と
に
鑑
み
、
飛
行
経
験
者
す
べ
て
を

動
員
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
華
僑
も
先
を
争
っ
て
志
願
し
た
。
四
二
年
阮
来
は

Ｒ
Ａ
Ａ
Ｆ
第
二
四
中
隊
に
編
入
さ
れ
、
ラ
バ
ウ
ル
前
線
に
駐
屯
し
た
。
そ
の
目
的

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
空
軍
力
で
日
本
の
南
進
を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の

時
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
基
地
か
ら
連
絡
が
来
た
。
そ
の
内
容
は
、
第
二
四
中

隊
は
再
編
中
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
日
本
軍
は
極
め
て
強
く
、
実
力
差
が
あ
り

す
ぎ
る
。
そ
こ
で
、
一
旦
後
方
に
退
き
、
そ
こ
で
命
令
を
待
て
」
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
阮
来
は
シ
ド
ニ
ー
第
一
戦
区
空
軍
総
司
令
部
に
異
動
昇
格
し
、
飛
行
管
制
を
担

当
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
海
岸
の
防
衛
と
海
上
の
安
全
を
守
る
重
責
だ
っ
た
。

四
三
年
第
八
三
飛
行
中
隊
指
揮
官
に
昇
格
異
動
し
た
。
そ
の
任
務
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
防
衛
の
た
め
、
ゴ
ー
ブ
（G

OVE

）
に
新
空
軍
基
地
創
設
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

①
テ
ィ
モ
ー
ル
海
域
で
の
船
舶
の
保
護
、
②
日
本
海
軍
の
南
進
の
偵
察
。
空
襲
さ
れ

れ
ば
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
や
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
の
後
方
に
連
絡
し
、
防
衛
準
備
を
す
る

な
ど
で
あ
っ
た
。
四
四
年
連
合
軍
の
反
攻
が
各
地
域
で
展
開
さ
れ
、
日
本
軍
は
一
歩

一
歩
敗
退
し
た
。
阮
来
は
二
つ
の
機
動
飛
行
大
隊
（M

obile Frighter U
nit. 

隊

員
各
三
〇
〇
人
余
）
組
織
化
の
特
命
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
運
輸
、
補
給
、
通
信
な

ど
を
分
担
し
、
戦
闘
部
隊
と
協
力
し
た
。
連
合
軍
は
ま
ず
タ
ラ
カ
ン
（Tarakan

）

を
占
領
、
第
二
の
目
標
は
ボ
ル
ネ
オ
で
あ
り
、
阮
来
は
機
動
飛
行
大
隊
第
一
一
一
隊

に
随
行
し
て
参
戦
し
た
。
同
隊
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
空
軍
の
精
鋭
部
隊
で
あ
り
、
連

合
軍
の
日
本
占
領
に
も
参
加
し
て
い
る
。
な
お
、
阮
来
の
弟
四
人
も
従
軍
し
、
一
人

は
傷
痍
軍
人
で
あ
る
。
妹
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
ボ
ル
ネ
オ
で
陸
軍
病
院
で
医
療
活
動

を
お
こ
な
っ
）
40
（
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
議
会
図
書
館
で
北
部
テ
リ
ト
リ
ー
で
出
て
い

た
軍
新
聞
“ARM

Y N
EW
S

”
の
一
九
四
三
年
一
一
月
二
五
日
付
に
、
お
そ
ら
く

阮
来
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
記
事
を
見
つ
け
た
。
年
な
ど
に
若
干
の
ず
れ
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
略
歴
が
書
か
れ
、
飛
行
士
の
教
練
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
、
三
七
年
に

中
国
で
初
め
て
日
本
人
と
遭
遇
し
た
こ
と
、
そ
こ
で
、
中
国
志
願
飛
行
士
グ
ル
ー
プ

に
参
加
し
、
日
本
兵
二
人
を
殺
害
し
、
名
声
を
博
し
た
こ
と
な
ど
が
記
述
さ
れ
る
。

三
八
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
戻
り
、
飛
行
士
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
、
約
三
年
間
、
教

練
を
担
当
し
た
後
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
行
っ
）
41
（
た
、
と
さ
れ
る
。

　

第
四
に
、
黄
楽
蔚
は
、
一
九
一
四
年
「
蘭
印
」
の
セ
ム
ラ
ン
グ
（Sem

rarng

）
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第
四
七
号

で
生
ま
れ
た
。
父
は
広
東
出
身
で
木
匠
で
あ
っ
た
。
三
一
年
父
は
事
業
に
失
敗
し
、

一
旦
中
国
に
帰
国
。
そ
の
後
、
黄
楽
蔚
は
香
港
、
マ
ニ
ラ
に
行
く
が
、
マ
ニ
ラ
で
日

本
軍
の
空
爆
を
受
け
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
西
海
岸
に
避
難
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

戦
時
法
に
よ
り
す
べ
て
の
船
は
連
合
軍
に
徴
用
さ
れ
、
全
国
民
は
統
制
さ
れ
た
。
か

く
し
て
黄
楽
蔚
は
軍
隊
に
編
入
さ
れ
た
が
、
兵
士
で
は
な
く
、
労
働
大
隊
（Labour 

Corps

）
に
所
属
し
た
。
四
二
年
三
月
、
第
七
労
働
大
隊
に
派
遣
さ
れ
た
。
当
初
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
西
海
岸
の
ヘ
ド
ラ
ン
ド
港
で
食
糧
や
武
器
運
搬
の
仕
事
で
あ
っ

た
。
後
に
三
組
に
分
割
さ
れ
、
第
一
組
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
第
二
組
は
北
部
テ
リ
ト

リ
ー
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
付
近
に
あ
る
ラ
ー
リ
マ
（Larrim

ah

）、
第
三
組
は
西
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ハ
ル
ベ
イ
（H

arvey

）
で
軍
糧
の
野
菜
栽
培
を
お
こ
な
っ
た
。
四
三

年
八
月
連
合
軍
は
大
規
模
な
反
攻
準
備
を
始
め
た
。
か
く
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
船
は
運

輸
と
支
援
の
た
め
駆
り
出
さ
れ
、
す
べ
て
の
人
力
は
総
動
員
に
よ
り
生
産
に
投
入
さ

れ
た
。
黄
楽
蔚
ら
は
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
集
め
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
上
陸
用
小
艇
製
造

を
お
こ
な
っ
た
。
四
五
年
日
本
が
無
条
件
降
伏
し
た
こ
と
で
労
働
大
隊
は
解
散
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
で
、
黄
楽
蔚
自
身
は
四
四
年
五
月
に
退
役
し
、
シ
ド
ニ
ー
に
あ
る
中
国

海
員
公
会
（Chinese Seam

en’s U
nion

）
で
仕
事
を
し
た
。
戦
争
中
、
中
国
人

海
員
の
待
遇
は
他
の
外
国
籍
海
員
に
比
較
し
て
悪
く
、
仕
事
内
容
は
同
じ
で
も
戦
時

手
当
は
半
額
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
員
公
会
の
支
援
も
得
て
や
っ
と
改
善

し
始
め
た
。
そ
の
上
、
黄
楽
蔚
は
「
落
地
生
根
」
と
の
考
え
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
白
人
と
結
婚
し
た
。
こ
の
こ
と
で
移
民
部
か
ら
種
々
の
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
と

い
）
42
（

う
。

　

第
五
に
、
葉
容
煕
の
父
は
広
東
出
身
の
中
国
人
で
、
母
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
。

一
九
三
九
年
葉
は
軍
に
志
願
し
た
。
だ
が
、
徴
兵
処
員
は
「
あ
な
た
は
純
血
の
イ
ギ

リ
ス
人
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
空
軍
に
は
入
れ
な
い
」
と
差
別
し
た
。
葉
は

憤
慨
し
て
反
論
し
た
、「
将
来
、
日
本
軍
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
侵
略
し
た
時
、
あ

な
た
自
身
、
我
々
を
必
要
と
す
る
で
し
ょ
う
」、
と
。
か
く
し
て
、
予
言
通
り
日
本

軍
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
後
、
葉
は
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｆ
に
入
隊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
メ
ル
ボ

ル
ン
と
シ
ド
ニ
ー
で
基
本
的
な
軍
事
訓
練
後
、
Ｗ
Ｗ
Ｇ
Ｇ
Ａ
第
三
一
空
軍
大
隊
に
所

属
し
た
。
四
三
年
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
第
七
七
大
隊
に
異
動
し
、
グ
ッ
テ
ン
ノ
ウ
島

（G
oodennough Island

）
の
ミ
ル
ネ
湾
（M

ilne Bay

）
に
駐
屯
し
た
。
飛
行
機

整
備
の
仕
事
で
あ
っ
）
43
（

た
。

　

第
六
に
、
パ
ー
ス
在
住
の
蘇
傑
克
は
海
軍
参
加
を
試
み
た
が
、
新
兵
七
〇
人
の
前

で
「
彼
の
父
親
は
中
国
人
だ
。
し
た
が
っ
て
不
合
格
」
と
大
声
で
怒
鳴
ら
れ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
結
局
、
商
船
勤
務
経
験
と
潜
水
能
力
が
か
わ
れ
、
海
軍
救
援
隊
が
彼

の
加
入
を
歓
迎
し
た
。
そ
の
後
、
彼
は
高
機
密
の
Ｚ
組
織
（
連
合
国
各
国
か
ら
の
選

抜
者
で
構
成
）
に
参
加
し
た
。
彼
ら
は
苦
力
に
化
け
て
英
領
北
ボ
ル
ネ
オ
の
日
本
軍

防
衛
線
で
六
ヵ
月
間
の
秘
密
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
上
、
一
五
〇
〇
人
を
訓
練

し
、
遊
撃
部
隊
「
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
」
を
組
織
し
た
。
そ
の
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
集
中

営
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
情
報
小
組
が
あ
り
、
そ
こ
を
起
点
に
中
国
共
産
党
情
報
組
を

通
じ
て
情
報
を
流
し
た
。
一
九
四
一
年
ビ
ル
マ
に
お
い
て
豪
・
英
両
軍
兵
士
で
構
成

す
る
二
〇
四
軍
団
は
中
国
遊
撃
隊
と
共
同
で
日
本
軍
と
戦
闘
し
た
。
四
四
年
四
月
に

は
、
中
国
遊
撃
隊
が
日
本
軍
の
統
治
す
る
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
を
襲
撃
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
捕
虜
一
〇
人
を
救
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
蘇
傑
克
ら
は
中
国
遊
撃
隊
と
共

に
戦
い
続
け
た
が
、
彼
ら
は
戦
争
終
結
を
見
る
こ
と
な
く
全
員
が
死
去
し
）
44
（

た
。
蘇
傑

克
の
回
憶
は
国
民
政
府
軍
の
み
な
ら
ず
、
国
共
合
作
下
で
南
洋
で
中
国
共
産
党
と
協

力
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
他
に
も
多
く
の
華
僑
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
参
加
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
蔡
洪
は
軍
情
報
部
で
工
作
、
陸
軍
中
校
に
抜
擢
、
後
に
日
本
軍
の

195
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
歴
史
と
そ
の
特
質
（
菊
池
）

イ
ギ
リ
ス
軍
へ
の
投
降
事
務
を
担
当
し
た
。
梁
明
、
梁
青
兄
弟
は
前
者
が
軍
医
、
後

者
が
砲
兵
と
な
っ
た
。
ク
イ
ー
ン
ラ
ン
ド
州
の
莫
兄
弟
六
人
と
も
前
後
し
て
参
戦
し

た
。
空
軍
に
は
李
沃
頓
、
陳
瑞
ら
が
入
隊
し
た
。
た
だ
し
海
軍
が
正
式
に
受
け
入
れ

た
の
は
劉
光
福
の
息
子
で
あ
る
劉
勃
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
）
45
（
う
。

　

こ
こ
ま
で
軍
と
華
僑
と
の
関
係
を
論
じ
て
き
た
。
で
は
、
一
般
華
僑
は
ど
う
か
。

そ
れ
に
着
目
し
た
史
料
や
書
籍
は
少
な
い
が
、
分
か
る
範
囲
で
明
ら
か
に
し
て
お
き

た
い
。

　

第
一
に
、
林
某
の
店
主
は
店
を
守
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
斯
徳
斯
」
の
軍
事
警
察

に
鍵
を
渡
し
た
。
と
こ
ろ
が
軍
事
警
察
は
店
を
勝
手
に
開
け
、
店
の
物
を
一
切
合
切

略
奪
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
不
要
な
物
は
破
壊
し
た
。
麻
布
製
品
、
家
具
、
玩
具
な
ど

を
梱
包
し
て
南
方
に
運
び
、
売
却
す
る
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
略
奪
行
為
は

珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
二
、
四
三
年
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
そ
の
周
辺
は
絶

え
ず
爆
撃
を
受
け
た
。「
松
渓
」
の
パ
ン
屋
や
商
店
は
避
難
民
に
食
品
を
供
給
し

た
。
林
某
の
記
憶
で
は
、
石
鹸
、
茶
を
持
っ
て
列
車
に
乗
っ
て
医
院
へ
行
く
負
傷
兵

が
い
た
。
通
行
す
る
人
々
が
多
く
、
パ
ン
屋
に
対
す
る
略
奪
を
阻
止
す
る
た
め
、
二

人
の
兵
士
が
機
関
銃
を
持
っ
て
パ
ン
屋
の
前
後
方
を
警
備
し
て
い
た
。
軍
は
塹
壕
を

掘
っ
て
お
り
、
日
本
軍
の
飛
行
機
が
現
れ
る
と
、
兵
士
は
塹
壕
に
飛
び
込
ん
）
46
（
だ
。

　

第
二
に
、
鄺
方
良
の
家
族
は
「
愛
麗
斯
泉
」
に
移
動
し
、
鄺
福
林
と
彼
の
妻
子
は

日
除
け
帽
の
製
造
を
始
め
た
。
日
除
け
帽
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
け
で
な
く
太
平
洋

地
域
で
好
調
な
売
れ
行
き
を
示
し
た
。
そ
こ
で
、
鄺
福
林
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
行
き
、

そ
こ
で
成
功
し
、
一
九
三
八
年
に
ス
ミ
ス
通
り
に
商
店
を
購
入
し
、
カ
ベ
ナ
通
り
以

外
で
は
主
要
な
商
店
と
な
っ
た
。
な
お
、
戦
後
、
彼
は
政
治
力
も
発
揮
し
、
六
五
年

に
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
市
長
に
就
任
し
て
い
）
47
（
る
。

　

第
三
に
、
華
工
、
海
員
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
一
九
四
二
、
四
三
年
ナ
ウ
ル

島
、
海
洋
島
か
ら
疎
開
し
て
き
た
華
工
約
六
〇
〇
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
中
部
で
タ

ン
グ
ス
テ
ン
採
掘
を
始
め
た
。
タ
ン
グ
ス
テ
ン
は
電
球
、
真
空
管
、
砲
弾
、
戦
車

等
々
の
原
料
と
な
る
重
要
鉱
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
軍
は
ビ
ル
マ
の
タ
ン

グ
ス
テ
ン
鉱
山
を
占
領
し
た
。
元
来
、
こ
れ
ら
華
工
は
イ
ギ
リ
ス
燐
酸
塩
委
員
会
の

下
で
燐
酸
塩
を
採
掘
し
て
お
り
、
三
八
年
ナ
ウ
ル
島
の
華
工
は
そ
れ
を
日
本
軍
に
供

給
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
四
二
年
二
月
一
九
日
「
垂
恩
薩
」
号
が
ナ
ウ
ル
島
か
ら

白
人
居
留
民
六
一
人
、
駐
留
軍
四
九
人
、
華
工
三
九
一
人
を
疎
開
さ
せ
る
た
め
に
寄

港
し
た
。
そ
の
際
、
白
人
は
ト
ラ
ン
ク
を
携
帯
し
て
乗
船
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
華
工
は
一
枚
の
毛
布
、
茶
碗
、
お
よ
び
小
箱
以
外
は
持
ち
込
み

を
禁
じ
ら
れ
た
。
そ
の
上
、
華
工
一
九
一
人
は
残
留
さ
せ
ら
れ
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

日
本
軍
に
使
役
さ
れ
、
大
部
分
が
死
去
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
海
洋
島
か
ら

は
「
拉
垂
封
徳
」
号
が
華
工
を
疎
開
さ
せ
た
。
四
二
年
末
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
採
掘
計
画
を
立
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
、
華
工
計
六
〇
〇
人
を

駆
り
出
し
、
組
織
的
な
生
産
を
さ
せ
る
た
め
、
生
産
道
具
は
も
ち
ろ
ん
、
住
居
、
家

具
、
衣
服
、
お
よ
び
食
糧
を
供
給
し
た
が
、
す
べ
て
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、

白
人
の
週
賃
金
は
六
ポ
ン
ド
九
シ
リ
ン
グ
だ
っ
た
の
に
対
し
、
華
工
は
六
ポ
ン
ド
四

シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
賃
金
差
別
に
よ
り
両
者
間
は
緊
張
状
態
で
あ
っ

た
。
そ
の
上
、
納
税
も
義
務
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
は
疎
開
し
て
き
た
ば
か
り
の
華
工
に

と
っ
て
重
い
負
担
だ
っ
た
。
華
工
は
つ
い
に
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
る
「
消
極
的
抵

抗
」
を
開
始
し
た
。
華
工
た
ち
は
住
居
を
灌
木
、
波
状
ブ
リ
キ
、
麻
布
を
利
用
し
て

快
適
な
小
屋
に
改
造
し
た
。
ま
た
山
側
の
建
物
を
修
理
し
て
肉
店
と
し
、
さ
ら
に
周

辺
を
耕
し
て
野
菜
畑
と
し
た
。
華
工
の
何
人
か
は
各
種
の
機
会
を
利
用
し
て
英
語
水

準
を
高
め
よ
う
と
学
び
始
め
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
タ
ン
グ
ス
テ
ン
採
掘
は
な
お

ざ
り
と
な
り
、
生
産
量
は
減
少
し
）
48
（
た
。
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こ
こ
で
押
さ
え
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
繰
り
返
す
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
慢
性
的

な
労
働
力
不
足
で
あ
っ
た
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
平
時
は
そ
れ
で
も
よ
い
が
、
戦
時

に
は
労
働
力
需
要
が
一
挙
に
高
ま
る
。
そ
れ
故
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
競
馬
場
、
バ
ー
な

ど
、
男
の
集
ま
る
場
所
で
労
働
者
を
探
し
た
。
一
九
四
三
年
七
月
二
九
日
西
太
平
洋

連
合
軍
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総
理
兼
国
防
部
長
の
カ
ー

テ
ィ
ン
に
書
簡
が
届
き
、
イ
ン
ド
、
中
国
か
ら
大
量
の
労
働
者
を
徴
用
し
、
緯
度
二

〇
度
以
上
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
労
働
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
北
上
以
後
、
海
島
で

労
働
を
さ
せ
た
い
と
の
提
案
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
華
工
や
現
地
人

の
軍
事
部
門
で
の
使
用
に
慎
重
で
あ
っ
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
三
〇
〇
〇
人
」

と
い
う
具
体
的
な
数
字
を
示
し
、
連
合
軍
の
北
進
以
前
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
訓
練

し
た
い
と
提
案
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
一
応
同
意
し
た
が
、
治
安
の
悪
化

を
懸
念
し
た
。
そ
こ
で
、
四
二
年
初
頭
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
黒
人
兵
士
六
三
九
四
人
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣
の
際
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
か
を
調
査
す
る
よ
う
に

密
令
を
出
し
た
。
さ
ほ
ど
問
題
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
だ
が
、
結
局
の
と

こ
ろ
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
連
合
軍
大
佐
を
労
働
力
募
集
の
た
め
に
ま
ず
イ
ン
ド
に
赴
か

せ
た
が
、
中
国
に
は
行
か
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
労
働
力
は
日
本

人
に
動
員
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
）
49
（

た
、
と
い
う
。

　

そ
の
他
、
太
平
洋
戦
争
期
に
は
中
国
人
海
員
の
賃
上
げ
ス
ト
ラ
イ
キ
と
そ
れ
に
対

す
る
弾
圧
事
件
が
発
生
し
た
。
例
え
ば
、
フ
リ
マ
ン
ト
ル
埠
頭
で
騒
乱
と
殺
戮
が

あ
っ
た
。
中
国
海
員
の
低
賃
金
へ
の
不
満
か
ら
一
連
の
争
議
が
発
生
し
た
。
第
一

に
、
一
九
四
二
年
初
頭
、
海
員
の
賃
上
げ
要
求
を
軍
隊
が
鎮
圧
し
た
こ
と
で
騒
乱
状

態
と
な
っ
た
。
一
月
二
八
日
に
軍
隊
は
銃
剣
を
も
っ
て
突
き
進
み
、
銃
剣
で
通
信
士

の
童
亜
同
を
刺
し
た
後
、
銃
殺
し
、
さ
ら
に
石
炭
運
搬
工
の
許
平
山
に
向
け
て
発
砲

し
た
。

　

第
二
に
、
四
二
年
三
月
三
一
日
タ
ン
カ
ー
・「
荷
蘭
」（
オ
ラ
ン
ダ
）
号
事
件
が
発

生
し
た
。
海
員
た
ち
は
航
海
中
か
ら
賃
金
に
不
満
を
も
っ
て
い
た
。
同
船
が
フ
リ
マ

ン
ト
ル
に
入
港
す
る
と
同
時
に
、
海
員
た
ち
は
賃
上
げ
を
要
求
し
た
。
船
主
は
水
手

長
の
阿
彭
を
そ
れ
を
煽
動
し
た
「
首
謀
者
」
と
見
な
し
、
航
海
中
に
刺
傷
事
件
を
起

こ
し
た
と
誣
告
し
、
逮
捕
さ
せ
た
。
か
く
し
て
、
阿
彭
は
フ
リ
マ
ン
ト
ル
監
獄
に
入

れ
ら
れ
た
。
海
員
た
ち
は
阿
彭
釈
放
を
求
め
て
船
上
ス
ト
を
決
行
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
船
主
は
武
装
隊
を
掃
海
艇
に
乗
せ
、「
荷
蘭
」
号
に
突
入
さ
せ
、
ス
ト
海
員
一

人
を
刺
傷
さ
せ
た
。
ス
ト
海
員
た
ち
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と
な
り
、
別
の
タ
ン
カ
ー
の

甲
板
に
飛
び
移
っ
た
が
、
武
装
隊
を
火
を
放
ち
、
最
低
で
も
一
人
が
死
去
、
四
人
が

負
傷
し
た
。
こ
れ
は
「
荷
蘭
」
号
事
件
と
称
さ
れ
る
が
、
太
平
洋
戦
争
下
で
有
耶
無

耶
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
）
50
（

う
。

　

上
記
が
海
員
の
賃
上
げ
ス
ト
と
そ
れ
に
対
す
る
弾
圧
事
件
で
あ
る
が
、
第
三
に
、

ア
ヘ
ン
密
輸
事
件
も
発
生
し
て
い
る
。
一
九
四
四
年
ジ
ャ
ン
ク
・
班
東
丸
事
件
で
あ

る
。
船
主
は
林
良
旗
、
船
長
は
羅
松
で
、
中
国
人
海
員
一
五
人
と
共
に
入
獄
し
た
。

海
員
は
パ
ー
ス
で
拘
留
さ
れ
、
九
月
二
日
、
軍
用
列
車
で
ブ
リ
ス
ベ
ン
の
刑
務
所
に

護
送
ら
れ
た
。
そ
の
罪
状
は
、
林
良
旗
が
松
山
と
い
う
日
本
人
に
代
わ
っ
て
ア
ヘ
ン

や
ヘ
ロ
イ
ン
を
密
輸
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
松
山
は
船
三
艘
を
有

し
、
茶
、
砂
糖
、
ベ
ー
コ
ン
、
米
、
豆
、
お
よ
び
生
き
た
豚
、
鶏
、
ア
ヒ
ル
な
ど
を

運
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
三
艘
は
同
時
に
出
航
し
た
。
こ
れ
を
隠
れ
蓑
に
、
そ
の
中
の

一
艘
と
見
な
せ
る
班
東
丸
が
ア
ヘ
ン
や
ヘ
ロ
イ
ン
を
密
輸
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
容

疑
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
班
東
丸
海
員
た
ち
は
獄
中
か
ら
ブ
リ
ス
ベ
ン
領
事
陳
天
名

に
助
け
を
求
め
た
。
四
五
年
五
月
一
日
付
け
の
書
簡
を
要
約
す
る
と
、
自
分
た
ち
は

騙
さ
れ
て
航
行
し
た
一
般
海
員
で
あ
る
。
船
主
林
良
旗
は
敵
日
本
人
の
走
狗
で
あ

り
、
銃
殺
す
べ
き
で
あ
る
。
船
長
羅
松
は
日
本
人
を
援
助
し
、
密
輸
に
よ
る
儲
け
し
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か
考
え
て
お
ら
ず
、
今
回
の
一
切
の
こ
と
は
す
べ
て
羅
の
犯
罪
で
あ
る
、
と
。
結

局
、
一
般
海
員
一
五
人
は
イ
ギ
リ
ス
の
リ
バ
プ
ー
ル
に
送
ら
れ
て
拘
留
さ
れ
た
。
戦

後
、
解
放
さ
れ
、
四
七
年
一
月
一
五
日
に
な
っ
て
中
国
に
や
っ
と
帰
国
で
き
）
51
（
た
。

六　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
華
僑
学
校
教
育

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
倣
っ
て
学
校
教
育
体
制
は
整
備
さ
れ
て
い

た
。
各
州
に
は
す
べ
て
大
学
が
一
校
あ
る
。
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
に
は

著
名
な
シ
ド
ニ
ー
大
学
が
あ
り
、
華
僑
学
生
が
一
四
人
在
籍
し
て
い
る
。
そ
の
外
国

語
言
学
部
に
は
中
国
語
言
課
程
が
あ
る
。
ビ
ク
ト
リ
ア
州
に
は
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
が

あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
来
た
中
国
人
学
生
五
〇
人
余
が
在
学
し
て
い
る
。
タ
ス

マ
ニ
ア
州
に
は
タ
ス
マ
ニ
ア
大
学
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
ウ
ェ
ス
ト
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
大
学
が
あ
る
。
連
邦
政
府
は
新
設
し
た
の
が
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
、

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
華
僑
学
生
が
数
人

ず
つ
在
籍
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
開
発
地
域
に
は
農
・
工
・
商
・
機
械
・
電
気
各
専

門
学
校
も
多
い
。
こ
れ
ら
専
門
学
校
に
は
華
僑
学
生
が
合
計
で
数
十
人
お
り
、
四
四

年
頃
に
南
洋
か
ら
来
た
者
が
多
）
52
（
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
教
育
当
局
は
中
国
人
子
女
に
一
律
入
校
、
卒
業
を

義
務
づ
け
た
。
中
国
人
学
生
は
年
齢
が
一
〇
歳
か
ら
一
九
歳
の
者
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
内
政
部
の
許
可
後
、
父
母
や
保
護
者
と
共
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
て
就
学
で

き
る
が
、
た
だ
し
二
四
歳
以
降
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

就
学
期
間
は
仕
事
を
探
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
満
一
五
歳
の
学
生
は
相
当
な
英
語
力

を
必
要
と
す
る
な
ど
の
規
定
が
あ
っ
）
53
（
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
律
の
関
係
で
、
華
僑
子
弟
は
父
兄
の
商
務
を
引
き
継
ぐ

と
す
る
が
、
年
齢
が
若
す
ぎ
、
か
つ
英
語
力
が
不
足
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
規
定
に

よ
り
英
語
補
習
学
校
に
入
る
必
要
が
あ
り
、
一
、
二
校
設
置
し
た
。
こ
こ
で
学
ぶ
学

生
は
英
語
学
習
と
共
に
、
他
方
で
父
兄
の
商
店
や
菜
園
で
す
で
に
手
伝
い
を
し
て
い

る
。
海
関
当
局
に
証
明
書
を
提
出
し
、
そ
れ
が
「
就
労
で
は
な
い
」
と
説
明
す
る
必

要
が
あ
）
54
（
る
。

　

と
も
あ
れ
華
僑
は
以
下
の
よ
う
な
危
惧
を
抱
い
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国

立
学
校
は
学
費
が
不
要
で
あ
る
。
た
だ
し
全
て
が
英
語
で
お
こ
な
わ
れ
、
祖
国
中
国

の
観
念
は
日
増
し
に
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
同
化
政
策
に
対
し
て
当
地
の
華
僑

有
識
者
は
憂
慮
し
、
自
ら
学
校
を
設
立
し
よ
う
と
し
た
が
、
昼
間
の
学
校
は
不
可
能

で
、
夜
校
に
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
児
童
に
中
国
語
を
教
え
よ
う

と
し
、
例
え
ば
、
月
、
火
、
木
の
三
日
間
の
夜
に
授
業
を
し
た
が
、
児
童
は
既
定
の

学
校
で
の
昼
の
授
業
に
疲
れ
て
は
て
て
お
り
、
夜
、
非
正
規
の
中
国
語
の
授
業
を
受

け
る
の
は
容
易
で
は
な
）
55
（
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
教
育
シ
ス
テ
ム
下
で
華
僑
学
校
教
育

は
世
界
各
国
の
中
で
も
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
シ
ド
ニ
ー
や
メ
ル
ボ
ル
ン
な

ど
の
大
都
市
に
華
僑
学
校
を
設
立
し
た
が
、
発
達
せ
ず
、
閉
鎖
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

メ
ル
ボ
ル
ン
の
中
国
語
学
校
の
創
設
は
シ
ド
ニ
ー
よ
り
早
く
、
一
九
一
二
年
『
警
東

報
』
新
聞
社
の
敷
地
内
に
夜
学
校
を
創
設
し
、
学
生
一
〇
人
余
に
中
国
語
を
教
え
た

が
短
期
間
だ
け
で
あ
っ
た
。
一
六
年
ア
メ
リ
カ
系
教
会
に
夜
学
校
を
開
設
し
、
学
生

三
〇
人
余
に
教
え
た
が
、
こ
れ
も
二
四
年
に
停
止
し
た
。
二
五
年
国
民
党
党
部
が
そ

の
講
堂
内
に
夜
学
校
を
開
設
し
、
五
、
六
〇
人
の
学
生
が
集
ま
っ
た
が
、
教
員
不
足

か
ら
三
年
間
で
停
止
し
た
。
三
〇
年
メ
ル
ボ
ル
ン
領
事
館
が
中
国
語
学
校
を
開
始

し
、
学
生
も
多
く
、
運
営
も
よ
か
っ
た
。
同
校
は
中
華
補
習
学
校
（
校
長
は
劉
譜

雲
）
に
改
組
さ
れ
た
後
、
中
華
公
会
が
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
各
華
僑
団
体
も
献
金
を
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第
四
七
号

出
し
、
そ
れ
を
支
え
）
56
（

た
。
だ
が
、
こ
れ
も
停
止
し
た
模
様
で
あ
る
。
ま
た
、
総
支
部

が
シ
ド
ニ
ー
に
夜
学
校
を
新
設
し
、
学
生
も
五
、
六
〇
人
い
た
が
停
止
し
た
。
こ
う

し
て
、
四
四
年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
華
僑
学
校
が
一
校
も
な
い
状
態
に
陥
っ

た
の
で
あ
）
57
（

る
。

　

も
ち
ろ
ん
国
民
政
府
は
華
僑
教
育
を
促
進
し
、
華
僑
の
文
化
水
準
を
高
め
る
こ
と

を
重
視
し
た
。
外
交
部
は
各
総
領
事
館
・
領
事
館
に
対
し
て
専
門
員
を
置
き
、
華
僑

教
育
を
お
こ
な
わ
せ
る
よ
う
に
訓
令
し
て
い
る
。
僑
務
委
員
会
は
一
九
四
一
年
に
シ

ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
両
地
域
に
華
僑
小
学
を
創
設
す
る
た
め
、
同
時
に
約
七
〇
〇

ポ
ン
ド
の
補
助
費
を
支
出
し
た
。
シ
ド
ニ
ー
総
領
事
館
は
数
回
、
当
地
の
華
僑
会
議

を
招
集
し
、
か
つ
勧
学
委
員
会
を
成
立
さ
せ
た
。
た
だ
し
経
費
に
限
り
が
あ
り
、
ま

た
適
当
な
学
校
設
立
用
地
も
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
く
、
そ
の
上
、
人
材
も
不
足
し

て
い
た
。
校
長
、
教
員
を
選
定
す
る
術
な
く
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
華
僑
児
童

は
疎
開
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
で
華
僑
学
校
創
設
の
企
画
は
放
置
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
そ
こ
で
補
助
費
は
総
領
事
館
か
ら
シ
ド
ニ
ー
の
中
国
銀
行
に
預
け
入
れ
、

暫
時
保
管
さ
せ
る
こ
と
と
し
）
58
（

た
。
こ
う
し
て
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
華
僑
教
育
を
促
進
で
き
る
か
。
シ
ド
ニ
ー
総
領
事
館
の
模
索

が
続
い
た
。

　

⑴　

華
僑
学
生
は
祖
国
中
国
の
文
化
に
久
し
く
接
し
て
い
な
い
。
中
国
か
ら
来
た

者
は
子
弟
を
英
文
学
校
に
入
学
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
な
の
で
、
広
範
に
宣

伝
し
、
す
べ
て
の
人
に
「
国
文
」（
中
文
）
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
。

　

⑵　

一
九
四
四
年
段
階
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
華
僑
学
校
が
一
校
も
な
い
。

そ
こ
で
、
華
僑
教
育
を
促
進
す
る
た
め
に
各
大
都
市
に
均
し
く
華
僑
学
校
一
校
を
設

立
し
、
そ
れ
に
夜
学
校
も
兼
ね
さ
せ
る
。
年
長
者
や
日
中
、
仕
事
を
し
て
い
る
者
に

学
ぶ
機
会
を
与
え
る
。「
国
語
」（
中
国
語
）、
公
民
、「
常
識
」、
本
国
（
中
国
）
の

歴
史
・
地
理
は
と
り
わ
け
重
視
で
あ
る
。

　

⑶　

教
師
の
中
に
は
祖
国
文
化
に
対
す
る
認
識
が
あ
ま
り
に
浅
く
、
思
想
、
知
識

面
で
も
祖
国
中
国
の
水
準
に
は
る
か
に
及
ば
な
い
者
も
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
不
足

す
る
教
師
を
確
保
し
、
華
僑
教
育
を
促
進
す
る
た
め
に
、
国
民
政
府
が
教
員
は
派
遣

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
教
員
が
学
校
新
設
を
目
指
す
な
ら
ば
、
開
設
費
、

基
金
、
一
部
分
の
経
常
費
な
ど
は
政
府
が
斟
酌
し
、
補
助
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

⑷　

学
生
の
成
績
優
秀
者
に
対
し
て
奨
学
金
を
支
給
し
て
鼓
舞
し
、
か
つ
旅
費
を

補
助
し
て
中
国
に
帰
国
さ
せ
、
造
詣
を
深
め
さ
せ
る
。
と
り
わ
け
中
国
内
の
各
級
学

校
と
連
繋
さ
せ
）
59
（

る
。

　

華
僑
学
校
教
育
の
各
種
課
題
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
戦
後
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。お 

わ 

り 

に

　

以
上
の
こ
と
か
ら
以
下
の
結
論
を
導
き
出
せ
る
。

　

第
一
に
、
華
僑
の
地
位
は
初
期
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
建
設
、
金
採
掘
時
期
等
々
に

よ
っ
て
動
揺
す
る
と
は
い
え
、
一
九
四
五
年
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で
基
本

的
に
差
別
、「
白
豪
主
義
」
政
策
と
の
闘
い
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
と
り
わ
け

入
国
制
限
に
よ
り
華
僑
流
入
は
多
く
は
な
か
っ
た
。
そ
の
他
、
営
業
制
限
条
例
、
財

産
権
、
婚
姻
な
ど
各
種
制
限
、
お
よ
び
留
学
生
問
題
に
及
ぶ
ま
で
、
あ
る
意
味
で
差

別
的
な
色
彩
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
押
さ
え
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、「
白

豪
主
義
」
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
強
さ
を
表
す
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
大
英
帝
国
内
で
の
イ
ギ
リ
ス
を
頂
点
と
し
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
を
包
括
す
る
白
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人
、
否
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
世
界
構
造
の
中
で
む
し
ろ
差
別
さ
れ
、
劣
等
感
を
抱

く
精
神
構
造
の
中
で
の
防
衛
政
策
と
も
い
え
た
。

　

第
二
に
、
他
方
、
華
僑
の
祖
国
中
国
は
、
一
九
三
一
年
満
洲
事
変
以
降
、
日
本
の

侵
略
が
露
骨
に
な
り
、
従
来
の
軍
閥
混
戦
、
国
民
党
と
軍
閥
と
の
対
立
、
北
伐
な
ど

の
国
内
矛
盾
と
異
な
り
、
対
外
矛
盾
へ
と
転
換
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
華
僑
も
祖
国

中
国
へ
の
支
援
と
い
う
形
で
団
結
し
や
す
く
な
っ
た
側
面
も
あ
る
。
た
だ
し
蔣
介

石
・
国
民
政
府
を
支
持
し
な
が
ら
も
、
そ
の
「
安
内
攘
外
」
論
に
基
づ
く
対
日
不
抵

抗
政
策
に
は
納
得
せ
ず
、
第
一
次
上
海
事
変
で
は
対
日
抗
戦
を
す
る
十
九
路
軍
、
満

洲
で
の
東
北
義
勇
軍
に
義
捐
金
を
送
付
し
た
。

　

第
三
に
、
中
文
新
聞
は
四
紙
で
、
中
国
伝
統
、
献
金
、
日
本
の
侵
略
に
よ
り
発
生

し
た
難
民
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
祖
国
中
国
と
結
び
つ
け
る
重
要
な
役
割
を
そ
れ
な

り
に
担
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、
資
金
難
、
人
材
不
足
、
と
り
わ
け
情
報
流
出
を
恐
れ

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
に
よ
り
マ
ス
コ
ミ
統
制
が
強
化
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦

勃
発
以
前
に
中
文
四
新
聞
は
肝
心
な
時
に
相
継
い
で
停
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
の

結
果
、
そ
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
役
割
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

第
四
に
、
国
民
党
総
支
部
は
一
九
二
四
年
シ
ド
ニ
ー
に
設
立
さ
れ
、
主
要
都
市
に

は
分
部
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
欧
陽
南
を
始
め
当
地
の
有
力
華
商
が
そ
の
主
要
な
構

成
員
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
華
商
が
政
治
面
で
も
発
言
権
を
有
し
、
国
民
政
府
派

遣
の
政
治
畑
の
国
民
党
員
の
参
加
は
む
し
ろ
少
な
か
っ
た
。
国
民
党
総
支
部
、
分
部

は
中
国
航
空
建
設
協
会
直
属
支
会
な
ど
と
共
に
、
華
僑
を
祖
国
中
国
を
結
び
つ
け
、

特
に
国
民
政
府
の
「
抗
戦
建
国
」
政
策
支
援
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、

華
僑
団
体
も
シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
な
ど
主
要
都
市
を
中
心
に
組
織
さ
れ
、
国
民

党
総
支
部
と
共
同
歩
調
を
と
っ
た
。
こ
れ
ら
団
体
代
表
者
も
総
領
事
館
な
ど
と
関
連

が
深
か
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
秘
密
結
社
の
致
公
堂
で
あ
り
、
南
北
ア
メ
リ

カ
で
巨
大
な
勢
力
を
有
し
、
南
洋
に
も
進
出
し
て
い
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
致

公
堂
と
の
関
連
は
史
料
不
足
で
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
致
公
堂
の
英
訳
は
「The 

Chinese Freem
ason

」
で
あ
る
が
、
欧
米
の
秘
密
結
社
「
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
」

と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
の
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
太
平
洋
戦
争
以
前
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
自
体
は
安
全
地
帯
に
お
い
て
、

イ
ギ
リ
ス
と
共
に
し
、
他
地
域
の
戦
闘
を
支
援
す
る
形
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
は
危
機
意
識
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
一
変
す
る
こ

と
に
な
る
。
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
後
、
一
九
四
二
、
四
三
年
に
は
、
日
米
開
戦
、
日

本
軍
の
攻
撃
、
占
領
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
太
平
洋
の
各
島
、
東
南
ア
ジ
ア
、
そ

し
て
香
港
か
ら
中
国
の
戦
争
被
災
者
、
難
民
、
商
人
、
海
員
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

逃
げ
込
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
中
国
人
は
ス
ム
ー
ズ
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

第
六
に
、
華
僑
個
人
史
で
あ
る
が
、
太
平
洋
戦
争
期
に
は
各
軍
兵
士
、
も
し
く
は

軍
属
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
勝
利
に
貢
献
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
彼
ら

に
と
っ
て
日
本
軍
に
侵
略
さ
れ
る
祖
国
中
国
へ
の
支
援
、
そ
の
こ
と
が
と
り
も
な
お

さ
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
貢
献
す
る
こ
と
に
直
結
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
入
隊
は

有
色
人
種
へ
の
差
別
も
あ
り
、
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
屈
辱
的
な
言
葉
を
浴
び
せ
か

け
ら
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
、
た
だ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
慢
性
的
な
人
材
不
足
で
あ

り
、
華
僑
を
受
入
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
華
僑
の
地
位
向
上

に
も
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
七
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
教
育
体
制
は
イ
ギ
リ
ス
式
に
整
備
さ
れ
、
一

定
以
上
の
水
準
を
保
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
華
僑
に
と
っ
て
圧
力
と

な
っ
た
。
留
学
生
規
則
が
厳
し
く
、
か
つ
英
語
の
み
を
教
え
る
教
育
は
、
中
国
人
と
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
七
号

し
て
の
意
識
や
祖
国
中
国
の
伝
統
を
軽
視
、
も
し
く
は
無
視
に
繋
が
る
と
の
危
機
感

を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
メ
ル
ボ
ル
ン
に
初
め
て
華
僑
学
校
が
創
設
さ
れ

て
か
ら
四
五
年
太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で
華
僑
学
校
は
幾
つ
か
設
立
さ
れ
て
も
長
続
き

せ
ず
、
十
分
機
能
し
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

註（
1
） 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
主
要
な
関
連
研
究
、
特
に
戦
時
期
を
テ
ー
マ
に
し
た
書

籍
、
論
文
は
少
な
い
が
、
可
能
な
限
り
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
紹
介
、
そ
の
特
色
を
述
べ

る
と
以
下
の
通
り
。

 
 

①Jan Ryan, A
ncestors: Chinese in Colonial A

ustralia (Frem
antle 

Arts Centre Press, 
1955 )

は
、
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
パ
ー
ス
を
中
心
と
す

る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
建
設
に
果
た
し
た
役
割
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
。
②C. 

Y. 
Choi, 

Chinese 
M
igration 

and 
Settlem

ent 
in 
A
ustralia 

(Sydney 
U
niversity Press, 1975 )

は
、
移
住
と
そ
の
背
景
、
人
口
移
動
と
定
住
、
結
婚
な
ど

を
社
会
経
済
史
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
③Tim
othy G

 Jones, The Chinese 
in the N

orthern Territory (N
orthern Territory U

niversity D
arw
in N

T 
Australia 1990 )

は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
中
心
と
す
る
北
部
テ
リ
ト
リ
ー
の
華
僑
史
で
貴

重
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
太
平
洋
戦
争
期
は
僅
か
に
触
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
に
関
し
て
は
、
初
期
に
金
採
掘
関
連
で
論
じ
た
も
の
は
相
対
的

に
多
い
。
例
え
ば
、
④John H
irst (edited and com

piled ), The Chinese on 
The 

A
ustralian 

G
oldfields 

(D
epartm

ent 
of 
H
istory 

La 
Trovbe 

U
niversity, 

1991 )

が
あ
る
。
他
に
⑤Janis W

ilton, G
olden Threads

（
金
縷

縁
）: The Chinese in Regional N

ew
 South W

ales 1850‒1950 (Arm
idale: 

N
ew
 England Regional Art M

useum
, 2004 )

は
、
金
鉱
採
掘
、
生
活
、
麻
雀
牌

の
写
真
な
ど
当
時
の
写
真
を
多
く
掲
載
し
て
興
味
深
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
一

般
向
け
の
本
で
あ
る
。

 
 

⑥Charles Ferrall, Paul M
illar, and Keren Sm

ith, East by South china 
in the A

ustralian Im
agination (Victoria U

niversity Press, 2006 )

は
政
治
、

文
化
を
中
心
と
す
る
論
文
集
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
世
紀
以
降
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
中
国
人
移
民
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
戦
争
と
の
関
連

は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
中
国
工
業
合
作
運
動
指
導
者
の
レ
ウ
ィ
・
ア
レ
ー
の
中
国
に
関

す
る
見
解
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
興
味
深
い
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
拙
著
『
中
国

工
業
合
作
運
動
史
の
研
究
│
抗
戦
社
会
経
済
基
盤
と
国
際
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
抗
日
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
│
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 
 

⑦Shen Yuanfang, D
ragon seed in the A

ntipodes 

（U
niversity of 

M
elbourne 

Press, 
2001 )

は
、「
中
国
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
」（Chinese-

Australian )

で
あ
る
著
者
が
一
九
世
紀
中
期
か
ら
一
五
〇
年
間
の
華
僑
の
変
遷
を
論

じ
る
。
そ
れ
に
は
、
特
に
二
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
し
て
、
一
つ
は

一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
で
伝
統
社
会
か
ら
共
和
国
に
転
換
後
、
迫
害
と
同
化
へ
の
戦

い
で
あ
っ
た
。
二
つ
目
は
第
二
次
世
界
大
戦
で
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
以
前
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
中
国
人
の
留
学
を
許
さ
な
か
っ
た
（
た
だ
し
、
こ
れ
は
一
九
六

〇
年
代
ま
で
続
く
）。
こ
の
よ
う
に
、
戦
時
期
に
つ
い
て
は
紙
幅
は
小
さ
く
、
主
に
留

学
な
ど
を
問
題
と
し
て
い
る
。

 
 

⑧
『
超
越
唐
人
街
│Beyond Chinatow

n: Changing Perspective on the 
Top 

End 
Chinese 

Experience

│
』（N

ational 
Library 

of 
Austraria, 

Canberra, 
1995 )

は
、
内
容
は
簡
単
で
あ
る
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
焦
点
を
当
て
た
も

の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
中
華
街
に
つ
い
て
紙
幅
を
割
い
て
お
り
、
華

僑
個
々
人
の
自
述
か
ら
な
っ
て
お
り
、
結
局
、
華
僑
か
ら
中
国
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

に
な
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
落
地
生
根
」
を
理
想
と
し
て
い
る
。
な
お
、
実
際
に
筆
者

が
現
地
に
行
っ
て
確
か
め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
現
在
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
は
、
い
わ
ゆ

る
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
形
の
中
華
街
は
存
在
し
な
い
。「
唐
人
街
」
と

い
う
文
字
が
壁
に
書
き
込
ま
れ
た
駐
車
ビ
ル
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
し
、
カ
ベ
ナ

ス
ト
リ
ー
ト
を
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
北
澳
華
人
博
物
館
が
あ
り
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
華
僑

の
歴
史
、
写
真
、
衣
服
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
す
ぐ
隣
に
は
列
聖
宮
が
あ

り
、
歴
代
華
僑
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

 
 

上
記
の
書
籍
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
史
の
全
体
像
を
考
察
す
る
上
で
有
益
で
あ
る

が
、
遺
憾
な
が
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
を
考
え
る
意
味
で
は
物
足
り
な
い
。
そ
う

し
た
中
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
通
史
で
は
あ
る
が
、
戦
時
期
に
踏
み
込
ん
で
い
る

と
い
う
意
味
で
、
最
も
参
考
に
な
る
の
が
、
⑨
劉
渭
平
『
澳
洲
華
僑
史
』（
星
島
出
版

社
、
一
九
八
九
年
）
で
あ
る
。
著
者
の
劉
渭
平
は
原
籍
が
江
蘇
省
南
通
市
。
一
九
一
五
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
歴
史
と
そ
の
特
質
（
菊
池
）

年
北
京
生
ま
れ
。
廈
門
大
学
卒
、
シ
ド
ニ
ー
大
学
修
士
。
シ
ド
ニ
ー
総
領
事
館
領
事
、

シ
ド
ニ
ー
大
学
東
方
系
教
授
な
ど
を
歴
任
。
著
者
の
劉
渭
平
に
は
、
当
時
、
世
界
史
に

見
て
新
大
陸
と
し
て
最
も
遅
れ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
一
九
世
紀
か
ら
華

僑
が
採
鉱
、
道
路
敷
設
、
都
市
開
発
と
建
設
に
従
事
し
、
貢
献
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
特
に
創
業
の
精
神
、
奮
闘
の
歴
史
が
正
確
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
と
の
不
満
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
。
早
期

に
来
た
華
僑
は
閩
南
人
が
多
か
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
は
ほ
と
ん
ど
全
て

が
広
東
人
で
あ
っ
た
（
二
八
頁
）
と
の
基
本
的
で
は
あ
る
が
、
重
要
な
指
摘
も
お
こ

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
⑩
劉
渭
平
『
太
平
洲
華
人
史
事
叢
稿
』（
天
地
図
書
、
二
〇
〇

〇
年
）
は
、
も
う
一
冊
出
し
て
お
り
、
主
に
一
九
世
紀
に
お
け
る
華
僑
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
移
民
か
ら
論
述
し
、
孫
文
の
革
命
運
動
へ
の
支
持
、
康
有
為
の
海
外
活
動
（
結

局
、
康
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
来
な
か
っ
た
）、
梁
啓
超
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
来
訪

に
よ
る
影
響
を
受
け
た
保
皇
党
の
当
地
で
の
活
動
、
戦
後
の
状
況
、
お
よ
び
私
も
常
時

訪
れ
て
い
る
東
京
に
あ
る
東
洋
文
庫
に
も
言
及
し
、
興
味
深
い
が
、
遺
憾
な
が
ら
戦
時

期
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
い
。

 
 

太
平
洋
戦
争
期
を
真
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
て
い
る
の
が
、
⑪M

oragon Loh and 
Judith 

W
internitze

著
、
李
承
基
編
訳
『
澳
洲
華
裔
参
軍
史
略
』（
政
協
広
東
省
中

山
市
文
史
委
員
会
、
一
九
九
四
年
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
研
究
書
で

は
な
く
、
回
憶
録
で
あ
る
。
い
か
に
華
僑
の
二
代
目
、
三
代
目
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍

に
参
加
し
た
か
の
何
人
か
の
回
憶
で
あ
る
が
、
研
究
空
白
部
分
で
も
あ
り
、
貴
重
で
あ

る
。

 
 

⑫
楊
永
安
（
香
港
大
学
中
文
学
院
副
教
授
）『
長
夜
星
稀
（Lonely 

Star 
on 

Lonesom
e N
ights

）
│
澳
大
利
亜
華
人
史 1860 ‒1940

│
』
商
務
印
書
館
（
香
港
）、

二
〇
一
四
年
は
、
一
九
四
〇
年
ま
で
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
の
で
期
待
し
た
が
、
一

九
三
七
年
以
降
の
戦
時
期
は
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
い
。
一
九
世
紀
中
期
か
ら
二
〇
世
紀

初
頭
、
一
九
二
〇
年
代
に
重
点
を
置
き
、
華
工
、
生
活
、
排
華
諸
問
題
、
お
よ
び
保
皇

党
な
ど
を
記
述
し
、
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

 
 

⑬
艾
瑞
克
・
羅
斯
〈Eric Rolls

〉
著
、
張
威
訳
『
澳
大
利
亜
華
人
史 1888 ‒1995

』

（Citizens: Flow
ers and the W

ide Sea

）
中
山
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
は
一

九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
末
ま
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、

と
り
わ
け
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
華
僑
軍
人
の
み
な
ら
ず
、
一
般
華
僑
の
自
述
を
引

用
し
な
が
ら
当
時
の
生
活
、
苦
難
な
ど
に
言
及
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

 
 

で
は
、
関
連
論
文
を
見
る
と
、
主
に
戦
後
を
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
華
僑
の
社
会
生
活

の
変
遷
、
経
済
発
展
、
お
よ
び
参
政
権
問
題
な
ど
が
採
り
あ
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
黄

昆
章
「
戦
後
澳
洲
華
人
社
会
的
変
化
及
発
展
趨
勢
」『
八
桂
僑
史
』
一
九
九
二
年
第
一

期
、
呉
行
賜
「
一
九
六
六
年
以
来
澳
大
利
亜
華
人
経
済
的
発
展
」『
八
桂
僑
史
』
一
九

九
三
年
第
一
期
、
葉
宝
忠
「
九
十
年
代
澳
大
利
亜
華
人
参
政
権
的
回
顧
与
反
思
」『
八

桂
僑
史
』
一
九
九
九
年
第
四
期
、
張
秋
生
「
略
論
戦
後
澳
大
利
亜
華
人
経
済
模
式
的
重

構
」『
華
僑
華
人
歴
史
研
究
』
一
九
九
八
年
第
四
期
な
ど
が
あ
る
。

 
 

最
後
に
戦
時
期
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
関
連
史
料
に
つ
い
て
も
簡
単
に
述

べ
て
お
き
た
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
家
公
文
書
館
が
大
量
の
華
僑
個
人

案
を
所
蔵

し
て
い
る
。
私
は
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ビ
ク
ト
リ
ア
公
文
書
館
（Victorian Archives 

Centare

）
で
史
料
調
査
を
し
た
。
華
僑
個
人
、
も
し
く
は
家
族
の
入
国
手
問
題
、
職

業
、
前
歴
、
お
よ
び
教
育
レ
ベ
ル
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
個
人
情
報
な
の
で
、

す
ぐ
に
は
見
せ
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
公
文
書
は
、

Chinese-A
ustralian 

Journes: 
Records 

on 
Travel, 

M
igration 

and 
Settlem

ent, 1860‒1975 (N
ational Archives of Australia, 2005 )

と
い
う
目

録
が
あ
る
。
こ
の
目
録
に
あ
る
公
文
書
は
、
国
家
公
文
書
局
（the 

N
ational 

Archives of Australia

）、
お
よ
び
そ
れ
に
所
属
す
る
主
要
各
都
市
の
各
洲
公
文
書

館
に
分
散
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
私
が
訪
れ
た
の
は
メ
ル
ボ
ル
ン
に
あ
る
ビ
ク
ト
リ

ア
州
立
公
文
書
館
で
あ
る
。
公
文
書
の
中
心
は
華
僑
個
人
や
家
族
、
入
国
法
律
、
教

育
・
留
学
生
、
お
よ
び
犯
罪
歴
な
ど
が
あ
り
、
請
求
し
た
実
物
は
早
い
も
の
で
一
週
間

後
と
い
う
こ
と
で
、
遺
憾
な
が
ら
滞
在
期
間
と
の
関
連
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

 
 

太
平
洋
戦
争
期
に
も
出
し
て
い
て
貴
重
な
の
が
、
北
部
テ
リ
ト
リ
ー
の
軍
新
聞

“ARM
Y N
EW
S

”（The N
orthern Library at Parliam

ent H
ouse

所
蔵
の
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
で
あ
る
。
当
初
は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
や
西
部
戦
線
に
割
く
記
事
が
多

い
が
、
世
界
的
軍
事
情
勢
、
太
平
洋
戦
線
に
焦
点
を
当
て
始
め
、
次
第
に
日
本
軍
の
動

向
に
焦
点
を
当
て
始
め
た
。
そ
の
際
、「JAPAN

」、「JAPAN
ESE

」
と
記
述
す
る
時

も
あ
る
が
、
主
に
侵
略
者
と
し
て
「JAP

」
や
「JAPS

」
の
蔑
称
を
多
用
し
て
い
る
。

か
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
に
比
し
て
、
そ
の
軍
事
力
の
強
さ
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
へ
の
日
本
軍
の
侵
攻
・
占
領
の
危
機
感
を
増
幅
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
七
号

軍
の
弱
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
、
ア
メ
リ
カ
軍
へ
傾

斜
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、“ARM

Y N
EW
S

”
を
例
外
と
す
れ
ば
、
前
述

の
如
く
華
僑
各
新
聞
が
一
九
三
六
〜
三
七
年
で
ほ
と
ん
ど
停
刊
と
な
る
が
、
一
般
新
聞

も
、
例
え
ば
“N

othern Territory Tim
es and G

azette

”
は
、
一
八
七
三
年
か

ら
一
九
三
二
年
ま
で
で
あ
り
、“N

othern Territory N
ew
s

”
は
五
二
年
以
降
で
あ

る
。
な
お
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
新
聞
を
梃
子
に
太
平
洋
戦
争
時
期
の
徴
兵
、
兵
員

動
員
、
経
済
状
況
な
ど
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
が
、
関
連
記
事
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
必

然
的
に
華
僑
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
太
平
洋
戦
争
の
一

環
と
も
い
え
る
中
国
戦
線
の
記
載
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。“ARM

Y N
EW
S

”
一
九
四
三

年
四
月
二
八
日
付
け
に
中
国
雲
南
省
と
ビ
ル
マ
の
国
境
地
帯
で
日
本
軍
占
領
地
区
（
日

本
兵
二
万
人
）
に
中
国
人
ゲ
リ
ラ
が
昼
夜
関
係
な
く
、
日
本
軍
を
襲
撃
し
て
い
る
と
の

記
事
、
お
よ
び
本
文
に
も
書
い
た
が
、
劉
光
福
に
関
す
る
紹
介
記
事
な
ど
が
あ
る
だ
け

で
あ
る
。

（
2
） 

石
楚
耀
「
澳
洲
華
僑
近
況
」、
国
立
曁
南
大
学
海
外
文
化
事
業
部
『
海
外
僑
訊
彙

刊
』
第
一
集
、
一
九
三
六
年
四
月
（
？
）。

（
3
） 

国
史
舘
（
台
湾
）020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
駐
雪
梨
総
領
事
館
↓
僑
務

委
員
会
・
教
育
部
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
一
九
四
四
年
、
一
七
〜
一
八
頁
。
劉
渭
平
『
澳

洲
華
僑
史
』
星
島
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
一
〇
八
〜
一
一
〇
頁
。

（
4
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
一
九
頁
。

（
5
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
三
〇
頁
。

（
6
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
一
八
〜
一

九
、
三
〇
頁
。

（
7
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
一
九
四
四

年
、
三
七
頁
。

（
8
） 

石
楚
耀
、
前
掲
「
澳
洲
華
僑
近
況
」。

（
9
） 

石
楚
耀
、
同
前
「
澳
洲
華
僑
近
況
」。

（
10
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
一
九
〜
二
〇
頁
。

（
11
） 

石
楚
耀
、
前
掲
「
澳
洲
華
僑
近
況
」。

（
12
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
二
一
〜
二

三
頁
。

（
13
） 

劉
渭
平
、
前
掲
『
澳
洲
華
僑
史
』
四
〇
頁
。

（
14
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
前
掲
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
二
一
〜
二

三
頁
。

（
15
） 

楊
永
安
、
前
掲
『
長
夜
星
稀
│
澳
大
利
亜
華
人
史 1860 ‒1940

│
』
商
務
印
書
館

（
香
港
）、
二
〇
一
四
年
、
四
〇
〇
〜
四
〇
一
頁
。
以
下
、『
長
夜
星
稀
』
と
略
称
。

（
16
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
前
掲
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
三
三
頁
。

（
17
） 

「
澳
洲
僑
胞
成
立
新
運
促
進
会
」『
中
央
日
報
』
一
九
三
七
年
二
月
二
五
日
。

（
18
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
前
掲
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
二
六
、
三

二
〜
三
三
頁
。
劉
渭
平
、
前
掲
『
澳
洲
華
僑
史
』
一
〇
四
頁
。

（
19
） 

劉
渭
平
、
同
前
『
澳
洲
華
僑
史
』
一
〇
四
頁
。

（
20
） 

『
長
夜
星
稀
』
四
〇
二
頁
。

（
21
） 

「
西
澳
華
僑
関
懐
祖
国
難
民
、
登
報
徴
集
旧
衣
物
助
賑
、
西
商
慷
慨
捐
助
」『
南
洋
商

報
星
期
刊
』
一
九
三
七
年
一
二
月
一
二
日
。

（
22
） 

『
長
夜
星
稀
』
四
〇
一
頁
。

（
23
） 

劉
渭
平
、
前
掲
『
澳
洲
華
僑
史
』
一
八
六
頁
。

（
24
） 

艾
瑞
克
・
羅
斯
〈Eric Rolls

〉
著
、
張
威
訳
『
澳
大
利
亜
華
人
史1888 ‒1995

』

（Citizens: Flow
ers and the W

ide Sea

）
中
山
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
三

八
八
〜
三
八
九
頁
。
以
下
、『
澳
大
利
亜
華
人
史
』
と
略
称
。

（
25
） 

『
澳
大
利
亜
華
人
史
』
三
九
〇
〜
三
九
一
頁
。

（
26
） 

劉
渭
平
、
前
掲
『
澳
洲
華
僑
史
』
一
八
八
〜
一
八
九
頁
。

（
27
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
前
掲
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
二
一
〜
二

三
頁
。

（
28
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
三
八
〜
三

九
頁
。

（
29
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
三
四
頁
。

（
30
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
二
三
〜
二

五
、
三
一
頁
な
ど
。

（
31
） 
国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
三
一
頁
。

（
32
） 
国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
二
五
頁
。

（
33
） 
国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
二
三
〜
二

四
、
三
一
〜
三
二
頁
な
ど
。

（
34
） 

国
史
舘0670-3732

『
澳
洲
僑
務
案
』
所
収
、「
為
呈
本
医
会
第
拾
参
届
職
員
表
一
份
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
僑
の
歴
史
と
そ
の
特
質
（
菊
池
）

請
察
核
備
案
事
由
」
一
九
四
三
年
九
月
二
九
日
。

（
35
） 
国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
前
掲
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
三
五
〜
三

六
頁
。

（
36
） M

oragon Loh and Judith W
internitze

著
、
李
承
基
編
訳
『
澳
洲
華
裔
参
軍

史
略
』
政
協
広
東
省
中
山
市
文
史
委
員
会
、
一
九
九
四
年
、
二
三
〜
二
五
頁
。
以
下
、

『
澳
洲
華
裔
参
軍
史
略
』。

（
37
） 

劉
渭
平
、
前
掲
『
澳
洲
華
僑
史
』
六
二
、
二
四
四
〜
二
四
五
頁
。

（
38
） 

劉
渭
平
、
同
前
『
澳
洲
華
僑
史
』
六
二
、
二
四
六
頁
。

（
39
） 

『
澳
洲
華
裔
参
軍
史
略
』
五
九
〜
六
三
頁
。

（
40
） 

『
澳
洲
華
裔
参
軍
史
略
』
五
一
〜
五
三
、
五
五
〜
五
八
頁
。

（
41
） Chinese Spn. Leader In RAAF, A

RM
Y N
EW
S, 1943, 11, 25.

（
42
） 

『
澳
洲
華
裔
参
軍
史
略
』
一
〇
六
〜
一
〇
九
頁
。

（
43
） 

『
澳
洲
華
裔
参
軍
史
略
』
一
一
一
〜
一
一
二
頁
。

（
44
） 

『
澳
大
利
亜
華
人
史
』
三
九
四
頁
。

（
45
） 

『
澳
大
利
亜
華
人
史
』
三
九
二
〜
三
九
三
頁
。

（
46
） 

『
澳
大
利
亜
華
人
史
』
三
九
〇
〜
三
九
一
頁
。

（
47
） 

『
澳
大
利
亜
華
人
史
』
三
九
一
〜
三
九
二
頁
。

（
48
） 

『
澳
大
利
亜
華
人
史
』
三
九
四
〜
三
九
五
頁
。

（
49
） 

『
澳
大
利
亜
華
人
史
』
三
九
七
〜
三
九
八
頁
。

（
50
） 

『
澳
大
利
亜
華
人
史
』
三
九
八
〜
三
九
九
頁
。

（
51
） 

『
澳
大
利
亜
華
人
史
』
三
九
九
〜
四
〇
一
頁
。
な
お
、
戦
後
、
船
長
羅
松
と
一
般
海
員

の
一
人
は
シ
ド
ニ
ー
で
入
院
中
で
あ
り
、
船
主
林
良
旗
と
日
本
人
松
山
が
ど
う
な
っ
た

か
は
不
明
で
あ
る
。

（
52
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
前
掲
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
二
七
頁
。

（
53
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
二
三
頁
。

（
54
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
二
八
頁
。

（
55
） 

石
楚
耀
、
前
掲
「
澳
洲
華
僑
近
況
」。

（
56
） 

劉
渭
平
、
前
掲
『
澳
洲
華
僑
史
』
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁
。

（
57
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
前
掲
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
二
七
頁
。

（
58
） 

国
史
舘020-011507-0027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
二
八
頁
。

（
59
） 

国
史
舘020-011507-0 027

、
外
交
部

案
・
同
前
『
澳
洲
華
僑
概
況
』
三
六
〜
三

七
頁
。

【
付
記
】
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
立
図
書
館
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
公
文
書
館
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

議
会
図
書
館
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
シ
ド
ニ
ー
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
各
大
学
図
書
館

で
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
、
平
成
二
九
年
度
科

学
研
究
費
基
盤
研
究
C
一
般
の
「
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
オ
セ
ア
ニ
ア
華
僑
の
動

態
構
造
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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